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とらわれの時戻り令嬢は幼馴染王太子の不滅の愛で解き放たれる
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　夜空を赤々と照らす火柱が、塔を呑み込む。

　四季折々の花を咲かせていた庭園は、燃え盛る炎の中へと呑み込まれていく。

　かつては要塞都市の名に恥じぬ堅牢な城構えだった王城も、空から落とされる爆薬で見る影もない。

「どうして……？」

　庭園の端で身を縮めた少女、ティアナ・ローサスは天を仰いだ。

　まだあどけなさを残す顔には、深い悲しみの色があった。明るい青紫色ヘリオトロープの髪が熱風にあおられ、彼女の白い頬を乱暴に叩く。ぱちりと開かれた青林檎アップルグリーン色の双眸は縋るように黒煙を見つめていた。その先に広がる星海――そこに鎮座するという女神ルサルカの姿を求めるように。

　ティアナが纏う純白のドレスは煤と土で汚れていた。女神ルサルカの祝福を意味する純白のドレスは、もはや争乱の只中で絶望の黒へと早変わりしてしまった。

「女神ルサルカ様……どうか答えて」

　ティアナの呟きが乾いた唇からこぼれる。瞳から溢れる雫が手の甲に落ちた。

「この国が炎に呑まれることが、あなたの望みなのですか？　どうして、人々の未来が閉ざされようとしているこの状況を見過ごされるのですか？」

　ティアナの嘆きに、庭園の樹木の一つが激しい音を立てて倒れた。ティアナのいる場所も炎が囲んでいる。もう逃げ道はない。

　背後から重い足音が近づいてきた。

　弾かれたように背後をふり返れば、銀鎧を纏った青年がこちらに歩み寄ってきた。どこかで脱ぎ捨ててきたのか、兜は被っていない。そのせいで、青年の美しく長い金髪が熱風にあおられて乱れてしまっている。こちらを静かに見つめる青い瞳は夜空を閉じ込めたように静謐とした雰囲気を宿していた。

　しかし、ティアナは青年が握る抜き身の剣を見て、息を呑む。刃からは赤い雫が滴り落ちていた。それだけではない。目を凝らしてみれば、青年が纏う鎧もまた紅の色に染まっていた。

「ティア」

　青年がこちらの名を呼ぶ。ティアナの全身が強張り、小さな声がもれた。青年は怯えるティアナに構わず、彼女のすぐ傍まで近づく。青年の手から剣が滑り落ちた。乾いた音を立てて、地面に転がる。

「ティア」

　もう一度、青年から名を呼ばれる。彼はティアナの前で膝をついた。怯えるティアナを、その両腕でそっと抱き寄せる。

「ティア……すまない」

　青年の口からこぼれるのは、謝罪の言葉だった。

「アルタ殿下……私は……私……」

　泣き出してしまいそうなアルタの表情を前に、ティアナは何度も言葉を詰まらせた。

　彼のことを止めなければならない。そんな直感じみた考えが脳裏をよぎった。

　アルタがティアナの頬をそっと撫でる。しかし、ティアナの身体は言うことを聞いてくれない。胸がぎゅっと締め付けられる。頬が熱いのは、果たして炎の熱気に当てられたのか。ティアナはアルタの手に自分から頬を寄せた。

「愛している、ティア」

　アルタが目を細め、涙を流すティアナを見つめている。まるで、その姿を目に焼き付けようと言わんばかりだ。

　無数の足音が、迫ってきている。侵略者たちだ。見つかれば殺されてしまう。

「殿下、どうか隠れてください！　追手は私が引きつけますから！　その間にどうか遠くへ！」

　ティアナはアルタの腕を掴んで引いた。彼こそ、ウェルナン王国の最後の希望である。アルタを無事にこの場から逃がすこと、それこそが婚約者であるティアナの使命だ。

　しかし、アルタはその場を動かない。むしろ、ティアナの手を引いてその場に押し留めようとする。ティアナがアルタを見つめて促す。アルタは寂しげな微笑とともにティアナの手に己の手を重ねた。

「君を失うなど、私には耐えられない」

　アルタの手に握られた短剣を目にし、ティアナは目を見開いた。

「殿下！　いけません！」

　アルタの持つ短剣を両手で押さえる。必死に首を横に振るティアナに、アルタが言い聞かせるように続けた。

「ティア。どうか君の望むままに、生きてほしい」

　ティアナが反論しようとすると、アルタの唇が彼女の言葉を封じた。そっと、触れるだけの口付け。たったそれだけのことで、ティアナは動けなくなってしまう。アルタを突っぱねることを、ティアナの身体が拒否する。

「幼い日に交わした約束を、今……果たそう」

　アルタの唇が離れ、穏やかな微笑が告げた。

　アルタが短剣を鞘から抜き放った。黒い刀身が、揺らめく炎の光さえも吸い込んでしまう。ティアナはアルタが掲げる短剣を前に、恐怖で身をすくませた。

「やめて……殿下、どうか……」

　よろけたティアナを、アルタが彼女の腰に手を回して支えた。






「女神ルサルカよ、我が願いを聞き届けたまえ」






　世界から、全ての音が消えた。瞬く火も、風も、敵国の兵士たちも、その動きを止める。

　世界の全てがその動きを止め、やがて夜空の闇がその濃さを増した。まるで世界から全ての光が奪われていくように、ティアナの視界も閉ざされていく。

「殿下！」

　自分の叫ぶ声すらも、遠い。やがて、すべての感覚が消えた。
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　ティアナは自室の寝台の上で、目を覚ました。

　カーテンの隙間から差し込む日射しが、机に活けられた薔薇を照らし出す。昨日まで蕾だった薔薇はその花びらを綻ばせ、大輪の花を咲かせていた。

　身を起こし、首筋に手を当てた。やや汗ばんでいる。脈も速い。まるで屋敷の庭を何度も走り回った後のようだ。

「夢を……見ていた気がする」

　視線を室内へと向ける。

　淡い桃色の壁に囲まれた部屋の机には、読みかけの本が山と積み上げられている。

　異国の冒険譚。麗しき騎士と姫君の恋物語。医師の手記。莫大な富を築き上げた商人の物語。幼い頃、どれもティアナが憧れ、夢見た人々の物語である。

　長椅子には無造作に放り出されたドレスが、昨日のパーティーの名残を伝えていた。

　もう、夢から覚める時間である。

「急がないと……」

　ティアナは長椅子の背に放り出したドレスを回収してクローゼットへ放り込んだ。机に出しっぱなしになっていた書籍は全て本棚へ戻す。

　今はミーシャが階段を上り始めた頃だろうか。

　室内に散らかった小物を引き出しに仕舞っていると、部屋の扉をノックする者があった。

「どうぞ」

　顎を引いてすましていると、目元の笑い皺が愛らしい侍女のミーシャが顔を覗かせた。

「まぁ、お嬢様。お早いお目覚めでございますね」

　ミーシャの視線が、片付いた室内を見回す。ティアナは口元の笑みを深めると、呆気にとられているミーシャに刷毛を差し出した。

「ミーシャ、支度をお願い。それと、今日の化粧はミーシャにお願いしたいわ」

「まぁ、お嬢様……昔の約束を覚えていてくださったのですね」

　ティアナの言葉に、ミーシャの目が潤んでいる。エプロンの端で目元を拭うと、持参した水盆を手にティアナの傍にかしずいた。

　鏡台に向かうと、明るい青紫色ヘリオトロープの髪に、ぱちりと開かれた青林檎アップルグリーンの双眸を持った少女がこちらを見つめ返す。

　刷毛を受け取ったミーシャが、ティアナの背後に立つ。彼女はまず、ぬるま湯を入れた水盆で顔を洗うよう促してきた。柔らかいタオルで顔を拭いた後は、ミーシャがティアナの顔に丁寧に化粧水を塗り込んでいく。

「お嬢様も、もう立派な淑女の仲間入りでございますね」

「今まで、本当にお世話になったわ。ミーシャ、これからもお父様とお母様のことをよろしくね」

　ティアナがミーシャに礼を述べると、刷毛を手に下地づくりを施していたミーシャの手が止まる。

「本当に、今日のお嬢様はどうなさったのですか？　一夜明けた途端、まるで別人と入れ替わってしまわれたようです」

　驚くミーシャの顔を鏡越しに眺めながら、ティアナは意味深に微笑む。

「……そうかしら？　もしそうなら、女神ルサルカ様の祝福があったのでしょうね」

　鏡に映るのは、十六歳になったばかりの少女の容姿。何度も辿る、自分の「現在（いま）」の姿である。

「時を司る女神様が、お嬢様をはやくも立派な淑女にしてしまわれたと？　ふふ、それはなんとも喜ばしいやら、寂しいやら……」

　ミーシャは感慨深そうに呟いた。彼女はティアナに目を閉じるよう促す。

「そうね。もう、昨日までの私には戻れないでしょうね」

　ティアナは目を閉ざした先の暗闇を前に独りごちる。

　本来、人間の容姿は常に移ろいゆくものだ。十六歳の顔は、十六歳の間にしか向き合うことができない。時の流れは一方通行なのだから。

　けれど、ティアナはこうして何度も十六歳の自分と再会する。

　指折り数えることをやめ、決まった時の中で「人生じぶん」を繰り返す。

　果たして、時を遡り、何度も同じ時間の中を生きることは「祝福」と呼べるのだろうか。

「さぁ、お嬢様。終わりましたよ」

　ティアナは目を開く。薄化粧を施され、静かに微笑む自分が目の前にいる。九年後の自分から十六歳に戻ってきたばかりだと、その微笑が年不相応に思えた。

「ミーシャ、先に戻って厨房に伝えてくれるかしら。今日の朝食は軽めのものでお願いしたいの」

　ティアナは思わず苦笑する。

　初めての過去に戻ってきた際、パーティーに備えて食事を制限した反動から朝食を普段以上に食べたせいで気分が悪くなって寝込むことになった。

「それがようございます。すぐに伝えてまいりますね」

　ミーシャは化粧道具を手早く片付けると、ティアナに一礼して部屋を辞した。遠ざかる足音を聞きながら、ティアナは机の引き出しからペンと紙を取り出す。

「最初の人生は、伯爵夫人だった」

　白紙の上を、ペン先が滑って黒い文字を記していく。

「次の人生は、医者。次は、修道女」

　ペンを動かす度、これまで自分が辿った人生がまざまざと蘇ってくる。その数はもはや一冊の本になるほどの分量であった。

「そして、最後は商人だった」

　紙面に踊る黒い軌跡が、そこで止まる。紙に書き出された人生は、すべて自分が選び取ったものだった。最初の頃は、ただ純粋な喜びと冒険心で色々なことを試した。しかし、次第に自分が思い描いた人生を歩んでいっても、決まって九年後には十六歳の自分このばしょに戻ってくるのだ。

「何故、私は回帰し続けるの？」

　立ち上がったティアナは、カーテンを開けて窓から庭を見下ろす。その視線は美しく咲き誇る薔薇の園を見つめていた。薔薇園の中央には、石造りの小さな女神像が立っている。真っ白なベールと布を纏った女神は、その手に林檎を掲げていた。

　時を司る女神ルサルカの像は、ティアナの視線を受けても何も語らない。

「……『答え』は自分で見つけるしかない」

　カーテンを握るティアナの手に、力がこもった。

「今度こそ、何度も繰り返すこの人生の原因を見つけ出してみせる」

　ティアナは薔薇園の女神像に背を向けた。

　何度引き戻されようと歩みを止めない。そう女神に態度で布告した。









「ミーシャの言う通り……ティアは一晩で変わったのね」

　感慨深そうに呟いたのは、青紫色ヘリオトロープの髪を結い上げた女性だった。母・マリアは青い双眸を和やかに細め、母親として娘の成長を純粋に喜んでいる。新聞を読んでいた男性――父であるヴァンも顔を上げ、青林檎色の目を瞬いた。

「お父様、お母様、おはようございます」

　ティアナはドレスの裾を摘まんで両親に挨拶する。

「ええ、おはよう。昨夜は疲れたでしょうに。よく眠れましたか？」

　マリアは口元に手を当てて上品に笑む。この柔らかいマリアの物腰だけは、何度過去に戻ってきても真似できそうにない。

「はい、お母様。お父様はまた二日酔いですか？」

　ミーシャが引いてくれた椅子に腰を下ろし、ティアナはヴァンの前に置かれたガラス製の杯に視線を向けた。そこに並々注がれているのは山苺の果汁ジュースだ。

「宴の席では飲まないわけにはいかんからな」

　ヴァンはため息交じりにこぼす。

「けれど、あのお酒特有のつんっとした風味はどうも苦手です」

　酒に弱く、苦いものが嫌いな父親の舌は、そのままティアナにも受け継がれた。前世ではだいぶ苦労したものである。

「そうそう。それに飲んだ後の酩酊感がどうにも……何故酒を飲んだことのないお前がそんなことを知っているんだ？」

　深く同意しながら、我に返ったヴァンがティアナをまじまじと見つめる。

　ティアナが焦って言い訳を考えている間に、料理が運ばれてくる。

　テーブルに青豆のスープ、焼き立てのパン、ソーセージと目玉焼き、山苺が並べられる。ティアナの前にはパンの代わりに、ミルク粥が置かれた。

「そんなことよりも、ティアナも成人を迎えたのですから、本格的に婚約の話を進めてもいいのではありませんか？」

　マリアの言葉に、ヴァンも新聞を畳みながら神妙な顔つきで頷く。

　ティアナはほっと胸を撫で下ろした。

「そういえば、王太子殿下の誕生パーティーがもうじきでしたね」

　マリアが懐かしそうに目を細める。彼女の視線は、ヴァンが読んでいた新聞の一面に注がれていた。

「まだ幼い頃は、よく我が家を訪ねてこられましたね。懐かしいわ」

「剣術の稽古を怠けるために、な。王妃さまの心優しい気質を受け継がれたのだろう」

「王太子殿下が我が屋敷を最後に訪ねてこられたのはいつだったでしょうか？」

　二人の会話に、ティアナはふと口を挟んだ。

　最初の人生では、この王太子殿下の誕生パーティーで婚約者を探すこととなり、そうしてクライツ伯爵家の若当主と知り合い、そのまま結婚したのだ。黙って二人の話を聞いていると、またその流れになりそうだ。

　ティアナの思惑通り、両親の関心はすぐにティアナの疑問へ移る。

「確か、殿下が十三歳の頃だったかな？　何がきっかけだったかはわからないが、そこから勉学や武術にも真面目に取り組まれるようになったと聞いた」

「殿下とティアは仲がよかったものね。何をするにもいつも一緒だったもの」

　ヴァンの視線を受け、マリアも朗らかに頷く。

　ティアナは、二人の言葉にそっと口元に笑みを浮かべた。

「お父様、お母様」

　ティアナはミルク粥をすくっていたスプーンを置き、居住まいを正した。

　改まった態度のティアナに、両親の視線もこちらに釘付けになる。

「王太子殿下と婚約するには、どうしたらいいかしら？」

　真面目な顔で切り出せば、ヴァンは飲みかけていた果汁を吹いた。そのままむせる。マリアは「あらまぁ……」と頬に手を添えてにこにこしていた。

「ティア、本気か？」

　咳が落ち着いたところで、ヴァンがティアナに聞き返してくる。

「もちろん、本気です」

　ティアナはしっかりと頷いた。回帰を繰り返す原因を突き止めるためにも、ティアナにできることは常に「新しい選択」をして状況がどう変化するかを見定めることだ。

　王太子であるアルタとは幼馴染のような関係だが、不思議と彼と結婚するという選択肢を今まで考えてこなかった。ならば、試してみる価値はありそうだ。

「殿下やお父様に迷惑になるからとあえて言葉にしておりませんでしたが……殿下がお訪ねにならなくなって、日々の景色が色あせたような心地がしていたのです」

　ティアナはそっと己の胸に右手を添える。目を僅かに伏せ、曖昧な笑みを浮かべた。

「それが恋心なのだと気づいてからは、徐々に私の胸のうちをしめつけてくるのです。ですが、殿下はこの国の次期国王。私では王太子妃など務まらないだろうと自らを律していました。しかし、私もこうして成人し、いずれはどなたかに嫁ぐことになるのなら……そう思えば殿下のお姿がより思い出されてしまって……」

　両親を上目遣いに見つめれば、狙い通り、マリアは口元を手で覆い、瞳を潤ませていた。

「あなた、どうにかティアの望みを叶えてあげることはできませんか。ティアとアルタ殿下とは幼い頃からのよしみ、殿下もお心を開いてくださるのではないかしら？　それに、昨夜のパーティーでご招待した王妃様も『ティアナ嬢をうちの嫁王太子妃にしたらどうかしら？』とお話しになっていました。本人もこうして乗り気なのだから、一度お話を通してみるのもいいのではないかしら？」

　マリアはヴァンを振り向き、身を乗り出して訴えた。ヴァンは大いに顔を顰める。痛む頭を手で押さえていた。もっとも、頭痛の原因は二日酔いから娘の婚約相手についての問題に変わったのであろうが。

「まぁ、陛下に申し上げてみよう」

　気乗りはしていない様子の父に、ティアナは申し訳ない気持ちになる。

　愛する人と添い遂げてほしいと願うマリアとは違い、ヴァンは結婚相手に求める男性の条件が厳しい。それも、野心的でない方向で。中でも王族との婚姻は貴族の嫉妬の的になりやすい。娘が苦労することがわかっていて、王家に嫁がせることに気乗りしない様子だ。

　それでも、娘が「本気」だという以上、無下にはしない。そこは娘を想う父親なのだ。

「ありがとう、お父様。私は幸せ者だわ」

　ティアナは申し訳なさを胸の内に押し隠し、心からの感謝を伝える。

　ヴァンは笑顔のティアナを見ると、渋い表情を和らげていった。

「大袈裟だな。まだ決まったわけではないのに……だが、お前がそこまで王太子殿下を慕っているなら最善を尽くそう」

　微笑む両親を前に、ティアナも自然と頭を下げる。

　回帰を繰り返す中で、痛感する。何度も巡り続ける人生の中で、こうして「次」を見据えていけるのは、この両親のおかげなのだと。

　話題はパーティーでどんなドレスを着るかに移り、ティアナは再びミルク粥を口へ運びながらマリアの話に相槌を打つ。なんということはない、家族との会話。その程よい温もりが、胸の中にそっと広がっていった。









　ウェルナン王国王都ルサルカは、もともとは国防を担う要塞都市の一つであった。

　山頂は未だ薄っすらと雪化粧を施したディルメンルカ山脈が伸び、その山々に背を向ける形で高い石壁の城壁が築かれている。もしも鳥になって空から王都を眺めることができたなら、地上に巨大な翼を持つ盾を見下ろすことができただろう。王城や城下町をぐるりと囲んだ城壁は六角形で、左右から湾曲した石壁が雫のような形に伸びている。

　ウェルナン王国はヴェトリカ大陸の西北に位置する小国である。ディルメンルカ山脈の一年中雪が解けることのない気候と、複雑に入り組み、険しい渓谷が竜のように横たわる地形が外敵からの侵入を阻んでいた。それでも、度々引き起こされるヴェトリカ大陸の争乱に巻き込まれ、幾度となく亡国の危機にさらされた歴史がある。

　馬車に揺られながら、ティアナは車窓から覗く夜の町並みをぼんやりと眺めていた。

　長い杖を持った男性が、通りの外灯に明かりをつけている。ディルメンルカ山脈でのみ採れる魔力のこもった鉱石を加工したものが埋め込まれており、男性の掲げ持つ長い杖の先に埋め込まれた夜光石の魔力に反応し、やはり外灯側に埋め込まれた夜光石も発光しているのだ。

　ローサス家の家紋が描かれた馬車が、跳ね橋を渡り、王城内へと入る。馬車が円形地帯ロータリーを回り、王城の正面入り口に横付けされた。

　ティアナは両親の後に続いて馬車から降り、衛兵たちに見守られながら会場である星海宮へ向かった。

　星海宮は南側の壁が一面ガラス張りとなった長方形の建物で、夜空に浮かぶ星海が一望できる。宴に訪れた人々は皆、窓から見上げるこの星空をワイン片手に楽しみ、思い思いに談笑している。天井から吊るされた煌びやかな飾り照明はその光量を抑え、星空を鑑賞する人々を邪魔しないよう慎ましくしていた。

「いつ来ても、星海宮から眺める夜空は美しいわね。女神ルサルカ様の園を見上げると、いつだって希望がわいてくるわ」

　マリアがうっとりとため息をついた。ティアナは苦い表情になる。

「ええ、そうですね……」

　ティアナも、過去へと回帰するまでは王都の夜空が好きだった。

　しかし、今は複雑な心地だ。純粋に楽しむことができない。

　星海は、時の女神ルサルカが死した魂に安寧をもたらすために生み出した楽園だと言われている。遥か昔、ウェルナン王国の滅亡に、女神ルサルカは一人の勇敢な若者を過去へと導き、王国を救ったと伝えられている。その送り出された勇敢な若者の末裔こそ、現在も続くウェルナン王国の血筋である。

「女神ルサルカ様は、常にこの国のことを想っていますから」

　星空を見つめながら、ティアナは誰にともなく囁いた。

　このパーティーに参加しているどれだけの人々が、この国の滅亡を予見しているだろうか。

　時を遡り、ティアナは何度もウェルナン王国が炎に呑まれる様を目の当たりにしてきた。ティアナがこうして十六歳の自分に戻ってきてしまうということは、女神はティアナにウェルナン王国の危機を回避するための手立てを期待しているのだろうか。

　しかし、その手立てが何なのか。ティアナにはわからない。何故回帰を繰り返すのが、自分なのかも……。

　不意に、広間の照明が輝き出す。星空の煌めきが窓外の闇の中へと追いやられ、高らかなラッパの音が広間内に響き渡った。

　振り返れば、二階のエントランスから左右に分かれた階段を下りてくるウェルナン王と王妃の姿があった。その二人からやや遅れて、一人の青年が続く。

　切りそろえた金髪に、夜空を閉じ込めたような青い瞳、滑らかな真珠を思わせる白肌は中性的な顔をより神秘的に見せている。

　王太子アルタ・ウェルナンの姿を目にするなり、広間に集まった若い令嬢たちの間から歓声が上がった。色めき立つ乙女たちの反応を、ティアナは一歩引いた位置から眺める。

　もうすっかり貴公子ね。

　幼い頃、度々剣術の稽古を抜け出したやんちゃな面影はすっかり鳴りを潜めている。慈愛のこもった微笑をたたえる目の前の貴公子が、よく石壁をよじ登ったり、ローサス伯爵家の屋敷に忍び込んだりしてはお付きの者たちから逃げ回っていたと誰が思うだろう。

「まるで人が変わったみたいね……」

　幼馴染の成長を喜ぶ気持ちよりも、なんだか置いてきぼりを食らったような寂しい心境だった。

　顔を上げたアルタとティアナの視線がぶつかる。アルタの表情が和らいだ。

　ティアナの胸が高鳴る。アルタの微笑みに、ひどく胸が締め付けられた。

　ときめきではない。こんな激しい衝動にも似た何かを、甘い言葉で表すことなどできなかった。

「なに……？」

　ティアナは胸を押さえる。アルタの視線がこちらに向いた途端、自分の体の芯が熱を持ったように感じた。頬が熱い。

「ティア、大丈夫？　顔が赤いわよ？」

　傍にいたマリアが、ティアナの顔を覗き込む。ティアナの視線の先を察するなり、マリアが微笑んでくることにひどく不快な気持ちになる。明らかに何かを勘違いした顔だ。

「大丈夫です。人の熱気に当てられただけです」

　ティアナはマリアに軽く手を振る。そして、挑むようにアルタを見つめた。

　アルタとは六年ぶりの再会である。その間、不思議と顔を合わせる機会もなかった。幼い頃の記憶も、お互い覚えているか怪しいものだ。

　きっと、長年会っていなかった幼馴染の変わりように動揺しただけ。

　ティアナは己に言い聞かせる。

　何度も過去への回帰を繰り返せば、感情に振り回されることの愚かさを嫌でも痛感する。たった一時の情に流された途端、選択を間違えて悲惨な目に遭ったことも一度や二度ではない。

　振り回されるのはもうごめんよ。

　ティアナの胸で暴れていた心臓が、だんだんと落ち着いてくるのがわかる。そっと息を吐き出す。

　大丈夫。私は冷静だ。

「今宵の良き日に、王太子のために集まってくれたことを感謝する」

　国王が朗々と挨拶する声がティアナの耳に届く。

「そしてもう一つ、皆に喜ばしい知らせがある。王太子の婚約が決まった」

　国王の手が傍らに控える息子の肩に乗った。広間にどよめきが走る。

　ティアナは思わず、ヴァンをちらりと横目で見た。彼の表情は変わらない。

　一週間前、目覚めたばかりのティアナが朝食の席で、王太子の婚約者になるにはどうしたらいいかと尋ねた時、渋面を浮かべていたことを思い出す。

　知っていたんだわ……すでに殿下の婚約者が決まっていること。

　あの時は王族へ娘が嫁ぐことに難色を示したのかと思ったが、もしかしたら内々で国王の信任が厚い臣下たちの間には報せがあったのかもしれない。そこに自分の娘が王太子と婚約したいといきなり言われては、確かに困るだろう。そこはよく調べもしなかったティアナの落ち度だ。

　今回は王太子のお相手を確認して、次があった場合に備えましょう。

「ティアナ・ローサス伯爵令嬢」

　ティアナが今後どう動くべきか考え込んでいたところへ、唐突に名前を呼ばれた。

「は、はい！」

　咄嗟に返事をしたので、やや声が上ずる。

　国王夫妻の柔らかな眼差しがこちらに向いている。それに引かれて、周囲の人々の視線が自分に集中していた。

「さぁ、こちらへ。王太子の隣に並びなさい」

　国王に促されては、従わなければならない。

　ティアナは皆の注目する中、ぎこちない足取りで国王の傍へと歩み寄る。ドレスの裾を摘まみ、静かにお辞儀をする。

「ウェルナンの星海の代理者であらせられる皆様にご挨拶申し上げます。ティアナ・ローサス、陛下の拝謁を賜り御礼申し上げます」

　ティアナの挨拶に国王は満足そうに頷いた。脇に控えていたアルタが、頭を下げているティアナへ手を差し出してくる。顔を上げると、思いのほか近くにあった彼の微笑みに思わず胸が高鳴った。

「さぁ、私の手をとって」

　ティアナが恐る恐るアルタの手を取ると、彼はティアナと並んで国王夫妻に向き直った。
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「女神ルサルカ様と、数多の星々のもとに召されし偉大なる先人たちに向けて宣誓します」

　アルタの歌うようなテノール声が、広間の静寂の中で波紋のように広がる。

「私、アルタ・ウェルナンは女神ルサルカ様の慈悲と祝福に感謝し、ティアナ・ローサス伯爵令嬢を未来の妻として迎えることを、この厳粛な場において誓います」

　王太子自身の口から婚約の誓いが発せられたことで、それまで沈黙して事態を見守っていた人々から拍手と歓声がわいた。

　一人、状況が分かっていないのはティアナだけだ。

　ティアナが思わず自分の両親をふり返ると、マリアとヴァンが満面に笑みを浮かべている。娘の視線に気づいたヴァンがこっそり親指を立ててきたときには、戦慄を覚えた。

　まさか、すでに決まっていた婚約を破談させ、自分の娘の婚約をねじ込んだのではないか。そんな恐ろしい考えが脳裏を過った。

　通常、王族との婚約は早くて半年、長くて三年の月日をかけて選定される。

　王族への忠義と貴族としての功績、加えて王太子の意思も加味されたうえで数多の婚約候補者の中からふるいにかけられるのだ。まず、一週間で決まるわけがない。

　パーティーが終わったらお父様を問い詰めよう。

　ティアナはひとまず、場の空気を読んで微笑みを浮かべる。

「安心しなさい、ティアナ嬢」

　アルタの柔らかい声が、ティアナの心境を察するように発せられた。考えを見透かされたのかと、鼓動が跳ねる。弾かれたように、アルタへ顔を向けた。

「女神ルサルカ様は全ての者の『選択』を無下に扱いはしない」

　それは、アルタとの婚約を望んだことを後悔するなという意味なのだろうか。

　ティアナが返答に窮していると、広間に明るい音律が響き渡る。男女が互いに手を取り合い、寄り添いながら広間で踊り出す。

「我々も行こうか」

「は、はい！」

　アルタに促され、ティアナも我に返った。国王夫妻に一礼し、踊る人々の輪の中に入っていく。最初こそぎこちなかったティアナの動きも、アルタにリードされていくうちに滑らかになっていく。周囲の人々の中にゆっくりと溶け込んでいくようだ。

　過程はどうあれ、望む結果となったからよしとしよう。

　アルタの手から伝わる温もりを感じながら、ティアナはそれまでの雑念を広がるドレスの裾とともに払ったのだった。









　王太子の誕生パーティーから一週間が経った。先日、王室とローサス伯爵家の間でアルタとティアナの婚約が正式に取り交わされた。本日は王室の慣例で、ティアナは両親とともに国王夫妻と王太子へ挨拶をするために参内した。

　まさか殿下の意思だったなんて……。

　迷いのない足取りで回廊を進む父の背を見つめながら、ティアナは考え込む。

　パーティーからの帰路、ティアナは屋敷に戻る時間も惜しく、馬車の中で父親を問い詰めた。王太子の婚約者になったのはいい。しかし、無闇に敵を作るようなことは避けたかった。

「まぁ、驚くのも無理はない。正直、私も最初は驚いたよ」

　ティアナの心配を余所に、ヴァンの反応はひどく気楽なものだった。

「お前が殿下との婚約を望んでいると伝えた途端、国王夫妻ともとんとん拍子に話が進んでな。聞けば、殿下が『結婚するならローサス伯爵家のティアナ嬢だけだ』と以前から国王夫妻にお話ししておられたとのことだ。もう、これは女神ルサルカ様の定めたご縁だったのだろう」

　そんな話を聞いて、困惑したのはティアナだった。

　いくら幼馴染とはいえ、そんな話を聞かされてこの後どう顔を合わせればいいのか。

　少し……いや、かなり照れくさい。同時に、アルタに対して申し訳なさでいっぱいになる。

　ティアナの視線が自然と下がる。項垂れた姿勢のまま、いっそ本人を前に、このまま伏礼して詫びたい。

　婚約を申し出た理由が回帰の原因を突き止めるためだ、とはあまりにも不誠実な動機だ。

「よく来てくれた、ローサス伯爵、伯爵夫人、ティアナ嬢」

　そうこうしているうちに、王城内の庭園にたどり着いた。ティアナとヴァン、マリアは出迎えてくれた国王と王太子に一礼する。

「王妃はここ数日、体調が芳しくないのだ。今回は大事を取って養生させている。ひどく残念がっていたな」

「こちらが突然申し出たために、かえって王妃様にはご心労をおかけしてしまいました」

　済まなそうに眦を下げた王に、ヴァンも恐縮している。ティアナも思わず深々と頭を下げた。

　王太子の婚約手続きは煩雑だ。そしてそれを担うのは王妃の務め。ティアナがアルタとの婚約を申し出たのが王太子の誕生パーティーを一週間後に控えた時期であったため、おそらく……いや確実にかなりの無理を強いてしまったのだろう。

　ティアナはもう、申し訳なさにその場で伏礼して大声で詫びたい衝動に駆られる。

「さて、若い二人も話したいことが多いだろう。我々は別の場所にて話すとしようか」

「……はい？」

　国王の言葉に、ティアナは間の抜けた声をもらす。思わず顔を上げると、示し合わせたように頷き合う国王と両親がいた。

「アルタ、ティアナ嬢と庭園内を散歩してくるといい。今ならちょうど春の花々が咲き誇っていて美しい景色が見られるはずだ」

「はい、父上」

　アルタが返事をしたことで、国王はティアナの両親を連れて庭園から建物の中へと入っていった。呼び止めようとしたティアナの手が、所在なさげに宙を彷徨う。

　たちまち、アルタと二人きりとなってしまった。

　き、気まずい……。

　アルタとこうして二人きりで対面するのは六年ぶりである。六年間の空白は、長い。何より、ティアナはこれまでの回帰で驚くほどアルタとの絡みがなかった。心持ちとしては数十年来の友人と再会した気分である。

「ティアナ嬢、こちらへ」

　必死に話題を探していたティアナに、アルタが手を差し伸べる。相手の心を射止める甘い微笑みを前に、ティアナは自分の頬に熱が集まるのを自覚した。

　いやいや、何をときめいているんだか……。

　ティアナは自分に自分で呆れながら、アルタの手に己の手を重ねる。腕を引かれると、色鮮やかな花々の絨毯がティアナたちの足元に広がっている。

　王城内には東と西にそれぞれ庭園が二つある。

　東の庭園は草花を中心とした花壇の模様や色合いの変化を楽しむ造りとなっていた。金蘭、薺、雪割草、桜草、菊咲一華。春の色鮮やかな花々を、それぞれの花色を統一し、生育条件に合う花壇に無理なく配置されている。

　幼い頃、王妃がこの東の庭園で茶会を催す度に、母にくっついてきたティアナは、アルタとともにこの庭で遊んだものだ。

「子どもの頃、よくこの一角の花を摘んで冠にしていたね。侍女頭に怒られたのを覚えているよ」

　そう言って足を止めたのは白雪花の植えられた花壇の前だ。標高の高いウェルナン王国に咲く、白い薔薇の花。花びらは一重咲きと質素な印象だ。花の中心に小さな青林檎のような花柱が恥ずかしそうに縮こまっている。ウェルナン王国では「女神ルサルカの花」として神聖視されていた。

「そんなこともありましたわね。当時は綺麗な花だという印象しかなく、今思うと相当罰当たりなことをいたしました」

　ティアナは神妙な面持ちで白い薔薇の群落を見下ろす。その名の由来通り、春先にも残る雪のようだ。その何者にも穢されない白こそ、女神の神聖さと同一視されていると聞いたことがある。しかし、神聖なはずの白雪花の白が、今のティアナには恐ろしく映った。

　その白さにどれだけの足跡を残そうと、時を遡ればすべてが瞬時に忘却のかなたへかき消されてしまうような、そんな無力感を突きつけられる。

「どうやら、ティアナ嬢の心は別のことでいっぱいのようだ」

　難しい表情で黙り込むティアナを見下ろし、アルタが呟いた。

「い、いえ！　昔を懐かしんでいただけですわ！　ほ、ほら！　あちらの花も御覧くださいませ！　以前と変わらず美しいですわね！」

「そこは先月、植え替えたばかりで私たちが子どもの頃には咲いていない花だよ」

　話題を逸らそうとして失敗した時ほど、切にこの場から逃げ出したいと思ったことはない。

「思えば六年も会っていないのだから、会話するにも何から話したらいいかわからないものだな」

　がっくりと肩を落としたティアナに、アルタもどこか遠くを見つめながらそう囁く。どうやらアルタもティアナにどう接すればいいか迷っていたようだ。

　緊張しているのは自分だけではない。

　そう思えるとティアナの肩の力も自然と抜けていった。

「殿下は、随分と変わられましたね」

　昔は、もっと直情的な性格だったように思う。今のアルタは一歩身を引いて、客観的に物事を見ているようだ。為政者として、大局を見据える姿勢は好ましい。

「ティアナ嬢は、今までどんな風に過ごしていたんだい？」

　しみじみと呟いたティアナに、アルタは微笑み返してくる。

「どう、過ごしていたか……ですか」

　アルタの問いかけに、ティアナは視線を彷徨わせる。アルタの視線に耐え兼ね、顔を伏せた。

　それはもう、波乱万丈な前世の数々でしたよ。

　正直にそう答えられたらどんなに楽なことか。

「……夢を、見ていました」

　悩んだ末、ティアナはやや抽象的な物言いで答えた。

「夢？」

　当然、アルタは不思議そうに首を傾げている。

「ええっと、色々な自分を想像したと申しますか……自分の未来はどうなっているかと色々考えていました」

　まるで空想癖があるみたいな回答だ。しかし、まるきり嘘とも言えない。

　伯爵夫人、医師、修道女、学者、踊り子、商人……様々な人生を歩んできたが、どの人生を歩んでも最終的にはウェルナン王国へ戻ってきていた。それも美しい王都ではない。他国からの侵略で、瓦礫の山と変わり果てた故郷である。

　それゆえに、ティアナは己が回帰し続ける理由こそ、故郷の滅亡と関わりがあると確信したのだ。

　どれだけ祈ろうと、女神ルサルカがティアナに答えを示してくれることはない。ならば、自らの足を進め、回帰し続ける中で答えを見出していかねばならない。

「ああ、君は昔からそうだったね」

　思わずといった様子で笑うアルタに、ティアナの思考は現実に引き戻された。

「昔から……私、そんなに子どもの頃から殿下に夢物語ばかり話していましたか？」

　よく屋敷に忍び込んできたアルタとは、取り留めのない会話をしていた。

　しかし、会話の内容まではよく覚えていない。

「君は常に明るい未来さきを見ていた。そして、そんな君の前には、無限の可能性が広がっていた」

「まるで、もう今は可能性が無限ではないみたいな言い方ですわね」

　ティアナは唇を尖らせた。わざと拗ねたような口調で言ったつもりだったが、アルタからは何の反応も返ってこなかった。不審に思ってアルタを振り向くと、彼の笑顔が陰りを帯びている。相手を憐れむような、悲しむような、そんな眼差しだ。

　ティアナは思わず眉根を寄せる。彼の誕生パーティーで感じたような、焦燥にも似た不快感を覚えたからだ。

「私の婚約者になれば、必然的に君は運命に囚われることになるからね。王族は不自由なことも多い」

　ティアナが何か言うよりも先に、アルタはため息まじりに告げた。ティアナの手を引いて再び歩き出す。なんだか話題をそらされたような心地だ。何か、触れてほしくないことでもこちらが言ったのだろうか。

「殿下は自由をお望みなのですか？」

　腕を引かれながら、ティアナは首を傾げた。幼い頃、よく王城を抜け出していた彼の気質を思えば、納得のいく話である。

「いいや。君さえいれば、きっと何も望まないよ」

　足を止め、こちらを見つめるアルタの手が頬に伸びる。ティアナは赤らめた顔をどうにもできず、瞬きを忘れてアルタの微笑に見入っていた。

「アルタ・ウェルナンという人間は、愛する人のためならどんな代償でも女神に支払う男だからね」

「お、大袈裟ですわね……」

　あまりに熱烈な口説き文句に、ティアナの方が顔を背けた。動揺のあまり、目があちこちへと泳ぐ。アルタが小さく笑い声をこぼした。

「そろそろ父上たちもお戻りになる頃だろう。行こうか」

　ティアナは照れた顔を伏せながら、アルタのエスコートに従う。

　六年の歳月で、人はここまで変わるものなのだろうか。

　子どもの頃なら、互いのことを「好きだ」と伝えあうことはよくある。けれど、六年の歳月を経てもなお変わらず、ここまで真っ直ぐに好意を伝えられると、ティアナはどうしたらいいかわからなくなる。アルタの気持ちを純粋に嬉しく思う反面、回帰を繰り返すティアナにとって彼の告白は一時の夢のように儚い。九年後には、自分はまた彼の傍から離れてしまう。それが、ひどく虚しい。

　いっそ、このまま時が止まってしまえば悩むこともなくなるのかしら。

　たった三つしか年の変わらない幼馴染。彼との再会はもしかすると悪手だったかもしれない。アルタに引かれる手から、彼の温もりが伝わる。その熱が徐々にティアナの理性を封じ、アルタから離れがたい心地にさせてしまう。

　庭園の花々は、陽光を受けてその色をより一層鮮やかに輝かせている。かつては広く、どこまでも続いているように感じた庭園が、今ではティアナを優しく包む、誘惑の箱庭のように思えた。









「お嬢様！　この大事な時期に、頻繁に外出されるのは感心いたしませんよ！」

「だって、荷造りはミーシャにお願いしたわ。私が持って行きたいものも伝えたでしょ？」

「確かに承りました。ですが！　昨日も遅くまで外出されて。結婚を控えた若い娘が、そう夜遅くまで出歩くものではございません！」

　フード付きの外套を纏うティアナをミーシャは頑として引き止める。

　国王と王太子との謁見から三日後、ローサス伯爵家はティアナの荷造りで大忙しであった。

　王太子妃候補として、王室の慣例や、政務、礼儀作法や諸外国の王族や貴族の名前、顔など覚えることも多い。加えて王太子妃候補の身辺警護をしやすくする目的もあって、ティアナはローサス伯爵家の屋敷から王宮へと居を移すことになる。

「王宮入りしたら、今まで以上に外出が難しくなるわ」

　ティアナは唇を尖らせた。ミーシャの言い分も理解できるが、ティアナも譲れない。

　それもこれも、今朝の新聞に載っていた「風追い鳥」の飛来が昨年よりもずっと早いという記事を見たからだ。

　風追い鳥は空気の清浄な場所を好み、常に移動を繰り返す渡り鳥である。

　この時期ならば、雨期を過ぎたばかりの南部――アーナン国で過ごしているはずだ。風追い鳥は寒さに弱い。春の季節であるウェルナン王国の気候は風追い鳥にはまだ冷えるだろう。例年であれば、夏に飛来してくる鳥たちだ。

　ウェルナンを侵略しようとしてくるのは、アーナンかもしれない。

　ティアナは今まで回帰した中で見つけた共通点から、今世の敵対国をアーナン国と推測した。

　アーナン国はウェルナン王国から南、ディルメンルカ山脈の末端であるメメカ・ティア山を越えた先にある国である。山脈に覆われたウェルナン王国と違い、広い森林地帯やディルメンルカ山脈の雪解け水が流れ込むアピピ・トゥリ河が流れる温暖な国土を持つ。

　アーナン国の南部は農耕のために切り開かれた田畑が広がり、その田畑に沿う形で大小様々な都市が形成されていた。農産資源や水質資源などの面から見ても、アーナン国はウェルナン王国よりも潤沢な国土を有している。

　風追い鳥は主にアーナン国で子育てをする。天敵は多いものの、アーナン国の肥沃な土地ならば餌が豊富で子育てには困らない。ティアナは何度目かの回帰に、商人としてアーナン国を実際に訪れ、その光景を目の当たりにしている。

　そんな風追い鳥たちが早々に北へと飛来した。

　考えられる要因といえば――疫病である。

　ティアナは外套を後ろから引くミーシャを無視し、履き慣れた革靴の紐をしっかりと結んだ。

「お母様にもちゃんと許可をいただいているわ。今のうちに楽しんでおきなさいって」

「旦那様は……」

「お父様はいつもお母様に甘いもの」

　ミーシャににっこり微笑むと、彼女はがっくりと肩を落とした。

「せめて明るいうちにお戻りくださいませ！」

「努力はするわ。あ、夕飯は外で食べてくるからいらないわよ」

「お嬢様～！」

　悲壮感を漂わせた声で引き留めるミーシャを残し、ティアナは用意された馬車へ駆け寄る。

「『猫の昼寝場所亭』へ横付けしてちょうだい」

「はいよ、お嬢様」

　御者台に座る背の曲がった男性に声をかけると、御者の男は使い古した帽子を手に取って軽く掲げた。ティアナが馬車に乗り込むのを確認すると、馬に鞭打ち、ゆっくりと走り出す。

「お嬢様、お気をつけくださいまし～！」

　ハンカチを手に見送るミーシャへ手を振り返し、ティアナはふと息をつく。

　風追い鳥が飛来した要因となったアーナン国の疫病は、主に植物を対象に蔓延したものだった。後に、「実削ぎ病」と名付けられたこの疫病は、稲や麦、野菜、果ては果樹に至るまで、その表面に紫色の斑点が刻まれ、実をつけても果肉はなく、スカスカな果皮のみが残る。アーナン国はこの疫病の拡大によって歴史に類を見ない大飢饉に見舞われた。

　この大飢饉が、北のトファンナ帝国とアーナン国を結び付ける。トファンナ帝国側がアーナン国の第二王子に接近し、第二王子に「此度の大飢饉はウェルナン王国がアーナン国の肥沃な土地を奪わんとして意図的に起こしたものだ」と虚言を囁いたのだ。トファンナ帝国の後援を受け、第二王子は実の父親と兄を殺して王位に就いた。

　そこから、アーナン国はウェルナン王国への侵攻を本格化させることとなる。

　前世で学者、冒険者、商人としてアーナン国の内情に関わることがなければ気づけなかった。けれど、どの人生でもウェルナン王国の滅亡は止められなかった。火の海と化した故郷の光景を思い出しても、苦い記憶である。

　今世では、絶対に阻止してみせる。

　ティアナの視線が窓へと向く。車窓から覗く町並みは、煉瓦造りの家々が建ち並んでいる。煙突を備え、雪が自然と落ちるよう傾斜の急な屋根造りである。ウェルナン王国の寒さに備えた家造りだ。

　ウェルナン王国は放牧と山裾に僅かな田畑を拓いて冬に備えられるだけの食料を確保している。アーナン国ほど豊かな農作物は育たない。秋になると男たちは狩猟に赴き、娘たちは冬の間に糸を紡ぎ、春の訪れをじっと待つ。

　獲物が取れない時の飢えの苦しみはティアナもよく知っている。だからこそ、アーナン国の何万もの人々の命を見捨てることはできない。

　けれど、それで故郷を危機に晒すことはあってはならない。

「だから、アーナンの危機を救う隣人になるのはウェルナンでなければならない」

　車窓から流れ行く景色を見つめ、ティアナは表情を引き締める。

　馬車が止まると、ティアナはすぐさま降車した。

「用事が終わるまで、少し待っていてちょうだい」

　御者にそう言い置いて、ティアナは猫の昼寝場所亭の扉をくぐった。

　猫の昼寝場所亭。ウェルナン王国の王都にある、有名な居酒屋である。

　世間的にはそこそこ有名な食事処ではあるが、猫の昼寝場所亭が扱う品物は「酒」ばかりではない。

「よぉ、『白雪花』のご令嬢。お待ちしておりましたよ」

　ティアナの姿を目に留めるなり、バーカウンターの向こう側で顎に髯を生やした男が豪快に笑った。

「用意しておいてほしいものがあるの」

　ティアナがカウンター席に身を寄せ、亭主に囁く。

「生きた『風追い鳥』を二羽ほど。番つがいだともっと嬉しいわね」

「ふむ。いつまでに？」

「できるだけ急ぎで。明日には確保されているといいわね」

「この時期に珍しく飛来しているからな。寒さで動きも鈍いから、簡単だろう」

　亭主はニッと口端を上げた。

「未来の旦那への贈り物かい？」

「違うわ。未来の『優秀な魔術師』への贈り物よ」

　ティアナもにっこり微笑む。

　亭主は一瞬だけ虚を突かれたような顔をした後、大きな声で笑い出した。

「ははっ、『白雪花』のご令嬢には驚かされてばかりだ。ここ一週間で俺たちと下町の連中とのいざこざを解決したどころか、今度もまた飽きずに人助け。あんたがいずれこの国の王妃になるのが、今から楽しみだ」

「私はただ自分がしたいように動いているだけよ」

　亭主の言葉に、思わず苦笑いがもれる。

　ティアナは暇の挨拶をしてそそくさと裏口に回った。

　猫の昼寝場所亭の裏は暗い路地となり、似通った家々の間を細い小道が続いていた。

　ティアナは勝手知った足取りで小道を進む。

　しばらく歩いた先に見えたのは、傾いだ木の看板に夜鳴鳥の絵が彫られた、こぢんまりとした酒場だった。









　この薄暗い酒場が、自分にとってはふさわしいのだろう。

　通い慣れた酒場の階段を上りながら、若い男――イリア・ノーベンは自嘲する。

　薄汚れた外套を身にまとったイリアは、栗色の頭髪に浅葱色の双眸が沈鬱な陰りを覗かせている。肌は病的なまでに白い。左耳には赤い宝石の埋め込まれたピアスをつけている。宝石に刻まれた不可思議な文様は、それがただのピアスではなく、魔法道具であることを物語っていた。

　ウェルナン王国、魔塔所属の魔術師。それがイリアの全てである。

　しかしそれも、同僚や先輩たちからの執拗な嫌がらせや、平民出身ゆえの生活苦に直面し、魔術師としての生命を絶たれるか否かの瀬戸際に立たされていた。

　夜鳴鳥の集会亭は狭く、一階はバーカウンターに掲示板が備え付けられ、細い階段を上がるとテーブル席が並んだテラスになっている。裏道に面したこの酒場に人はまばらだ。夜の裏道を通ってきてまで、この酒場にわざわざやってくるのは、人には言えぬ密談を抱えている者たちばかりである。

　テラスにたどり着くと、指示されたテーブル席にはすでに男が一人、座っていた。フードを目深にかぶり、顔から全身までを外套で覆い隠した男だ。小刻みに床を何度も踏みつけている。

「おい、遅いぞ！」

　先に待っていた男が、イリアを見るなり舌打ちとともに吐き捨てた。イリアは無言で男の対面に座す。

「それで、できたのか？」

　外套を目深にかぶった男が声量を落として催促する。イリアはくまがくっきりと浮かぶ目元をやや引きつらせ、小さく頷いた。

「いただいた植物サンプルから、あなたの故郷が直面する疫病の正体が、『偉大なる地母神の河アピピ・トウリ』に生息する微生物の相変異によるものだとわかりました。大量発生はその相変異した個体が爆発的に増えたことで引き起こされたもので――」

「無駄な解説はいい！　それで、その疫病のおおもとである微生物を殺せる薬はできたのか!?」

　男の荒い言動に、イリアは動じない。ここ数年の心労も祟って、今ではどんな罵声も彼の心に響くことがなくなっていた。

「潰すことはできません」

　生物の営みは複雑だ。人間の都合で一を無理やり変えたとしても、その反動で九の災害が降りかかることもある。イリアがサンプルとして渡された微生物は、実削ぎ病の原因ではあるが、もともとはアーナン国の肥沃な国土を生み出してきた生物の一種なのである。疫病の拡大を抑えるために微生物を駆逐すれば、アーナン国の国土はもう元には戻らない。

「けれど、原因が特定できれば事態を終息させることは可能です」

「こっちは毎日、誰かしらが死んでんだぞ！　そんな悠長なこと言っていられるか！」

　男がテーブルに拳を打ち付ける。その怒声は店内に響き渡るほどだったが、誰も反応を示さない。それがこの店での暗黙のルールだ。

　イリアは男性の叫びに胸が張り裂ける思いだった。彼自身にも、男の抱く焦燥感や無力感は理解できる。だからこそ、イリアはこうして男の求めに応じて、彼の故郷を襲う疫病の正体を解明しようとした。

　しかし、研究には資金がいる。魔塔で支援してくれる同輩がいないイリアでは、使える魔法道具も限られる。時間も足りない。

　イリアは迷っていた。カバンから、小瓶を一つ取り出す。

　微生物の生存本能によって活性化された繁殖行動を一時的に鎮静化させる薬だ。

「おおもとを絶つことはできません。ですが……一時的に、作物にこれ以上被害が出ないようにすることはできます」

　イリアは意を決し、小瓶をテーブルに置こうとした。そこへ突然、目の前に革袋が落ちてきた。硬貨がぎっしり詰め込まれているのか、落とされた革袋から金属同士が擦れる甲高い音がした。

　男たちの視線が、革袋をテーブルに落とした人物に向けられる。

　若い女性だった。まるでアーナン国に咲く香水草を思わせる髪色に、自信に満ちた青林檎色の双眸が真っ直ぐこちらを見下ろしている。外套を羽織っているが、纏う衣服は一目見て上等品とわかる。どこぞの貴族の令嬢だろう。

「あの、どちら様で……？」

「おい、あんた！　他人の話に突然横入りするんじゃねぇ！」

　イリアと男の言葉が重なる。しかし、令嬢は口元に浮かべた笑みを深めるばかりだった。

「あら、お二人が随分と深刻に悩んでいらしたから助け船を出して差し上げようと思いましたのに。つれないお言葉ですわね」

　令嬢は自分を睨む男に目を向けると、呆れ顔になった。

「アーナン国の実削ぎ病は水をろ過すれば防げるものです。そちらの特産品の中に、確か繊維の細かい『ハリリ布』があるでしょう？　微生物の相変異はハリリ布を通り抜けることができないから、すぐに事態は終息するはずよ」

「は？　そ……そんな単純な方法で飢饉が収まるわけがないだろう！　俺は一刻も早くこの飢饉の原因である生物を駆除したいんだ！」

　男の怒鳴り声を傍で聞きながら、イリアは息を呑んだ。

「いえ……盲点でした。本来の微生物の大きさならハリリ布の隙間を通れます。相変異は通常の微生物の大きさよりも肥大していて、ハリリ布を通ることはできません。小豆とそら豆ほども大きさが違うと言えばわかりやすいですか？」

「おいおい、魔術師のあんたが世間知らずな貴族令嬢の言葉を真に受けるのか？」

「貴族令嬢ではあるけれど、世間知らずとは心外ね」

　令嬢は心底不快げに眉根を寄せる。そして、今度はイリアの方に目を向けてきた。特に威圧されたわけでもないのに、何故だかイリアは身構えてしまう。

「魔術師イリア・ノーベン様ですね？」

　令嬢はイリアにそっと微笑みかけてきた。

「私の名を、ご存知で？」

「もちろんです。ウェルナン王国が誇る『魔塔』所属の、希代の魔術師でいらっしゃる。ご高名は伺っておりますわ」

「貴族のあなたが、私の名を知っている……」

　イリアは声を詰まらせた。突然現れたこの令嬢には驚かされてばかりである。名前を知られているということは、当然、出自が平民――それも比較的貧しい地区の生まれであることも彼女は知っているはずだ。

「そちらの商品、私が買うわ」

　令嬢はテーブルに落とした革袋を示し、イリアに告げた。

「もしも報酬として少ないようでしたら、この倍は出せますわ。いかがでしょう？」

　令嬢が革袋の紐をほどく。袋の口から覗いたのは、眩い金貨だった。イリアと男の口から、悲鳴じみた声がもれる。

　イリアの視線は金貨に釘付けだった。これだけの資金があれば、微生物の相変異について詳細に調査できる。臨床実験すらできていない不確かな薬を今すぐ目の前の男に手渡すよりも、よほどアーナン国のためになるだろう。

「十分です」

　令嬢に向けて、イリアは静かに頷いた。令嬢はイリアが手にした薬がどんなものか知らないはず……それを気前よく「買う」と言う。きっとこの令嬢は品物そのものに興味はない。ここで求められているのは、「イリア自身」だ。

「貴女様に、この薬をお譲りします」

「お、おい！　話が違うじゃないか！　それは俺に売ろうとした薬なんだろう!?　それがあれば俺の故郷を救えるんじゃないのか!?」

　対面に座した男が慌てて身を乗り出す。

「私の薬は、臨床実験が済んでおりません。そのため、私の薬がどれだけの効力をもたらすかは未知数です。その点、先程こちらのご令嬢がおっしゃった方法はすぐにでも実行可能です。微生物の相変異を一網打尽にできますし、現状、もっとも効果的な駆除方法でしょう。ハリリ布ならばあなたの故郷では安く手に入るでしょう？　あなたの目的は達せられたわけです」

　イリアには、もう男の存在など見えていなかった。革袋を引き寄せ、金貨の枚数を数えながら調査で必要な資金を計算している。

　男は舌打ちとともに、椅子を蹴倒さん勢いで立ち上がる。

「てめぇ、必ず後悔させてやる！」

　男はイリアと令嬢を睨みつけると、足音も激しく階段を下って店を出ていった。

「……それで、私にどんな御用が？」

　出ていった男の背を見送っていた令嬢に、イリアはおずおずと切り出した。これほどの大金を、平民出身の、それこそ魔塔での立場を失いつつある魔術師に投げかけるとなれば、よほど個人的な頼み事であるはずだ。令嬢はイリアに向き直ると、優雅な仕草で一礼した。

「ご挨拶が遅くなって申し訳ありません。私はティアナ・ローサス。イリア・ノーベン様に、ぜひ手助けしていただきたい事柄がございますの」

「ローサス伯爵家のご令嬢……っ!?」

　ここ数日、新聞をにぎわせる王太子妃候補の登場に、イリアはもはや陸に上がった魚のように口の開閉を繰り返した。呼吸が絶え絶えになり、今目の前に起こっていることすべてが夢なのではないかとさえ思えた。

「さて、こちらの薬は私が買いましたのでいただきますわね」

　ティアナはイリアの手から小瓶を抜き取る。小瓶を外套のポケットに入れると、目を見開いて固まっているイリアに微笑みかけた。

「私の依頼の件についてはまたの機会に。このような場所でお話することはできませんので。後日に屋敷をお訪ねください。今夜はこれにて失礼いたします」

　ティアナはくるりと踵を返すと、階段の手すりに手をかける。

　そこで思い出したようにこちらを振り返った。

「ああ、私の屋敷へいらっしゃる際は必ず、大通りの『猫の昼寝場所亭』に立ち寄ってからいらしてくださいね」

　意味深な言葉と微笑みを残し、ティアナは去っていった。

　イリアはテーブルの上に置かれた金貨の詰まった革袋を凝視する。

「未来の王太子妃がはぐれ者の私に個人的な用件とは……」

　果たして、この金貨を突き返すべきか。イリアの葛藤は一瞬だった。

「店主！　子羊のロースステーキとワインを頼む！　パンはライ麦ではなく小麦のもので！」

　テーブルの革袋を掴み、階下のバーカウンターでグラスを磨いていた店主に声をかけた。

　三か月ぶりのまともな食事に、イリアは束の間の幸せを噛み締めていた。

















二章　廻帰令嬢の奔走












　ティアナのもとに来客の報せが届いたのは、昼下がりのことだった。

　明日王宮入りを控えたローサス伯爵家には言い知れぬ緊張感が漂っており、ティアナの部屋に案内されたイリアはひどく肩を縮ませて周囲を見回していた。

　夜鳴鳥の集会亭でのやり取りから三日、イリアの顔色を見る限り、病人然とした陰は薄まっていた。

「イリア・ノーベン様、よくぞいらしてくださいました」

　ティアナは緊張しているイリアをにこやかに迎え入れる。

「未来の星海の代理者にご挨拶申し上げます」

　ティアナと向かい合った途端、イリアは丁寧な仕草で一礼した。

「そんなにかしこまらずとも……」

「いいえ。私にとっての恩人であり、これからの依頼主に失礼があってはいけませんので」

　苦笑を浮かべるティアナに対し、イリアはどこまでも事務的だった。

　酒場では、焦燥に駆られていた印象だったが、栄養価のある食事にありつけて、ようやく周りを見るだけの余裕が生まれたようだ。

「どうぞおかけください」

　ティアナとイリアは窓辺の長椅子ソファに腰かけ、向かい合う。ミーシャが茶器と茶菓子を運んできた。芳しいナッツの香りが室内に漂う。

　ミーシャが作るナッツミルクティーは格別だ。ティアナは一人、上機嫌になる。ミーシャはイリアをじろりと一瞥し、茶器を並べると部屋を出ていった。

「まずは、質問をさせていただけないでしょうか」

　ティアナがまろやかなホイップクリームとナッツの味わいを堪能していると、イリアがすぐさま切り出した。性急に話題を投げかける行為は貴族には好まれないが、イリアの実直的かつ効率を重視した性格を思えばむしろ好印象だった。事態の把握に努め、先を見据えた姿勢は彼が魔塔入りした実績からも窺える。

「アーナン国の疫病の原因を、どのようにして突き止められたのですか？」

　案の定、イリアの問いは無駄を省いたものだった。

　ティアナはカップから離した口元をほころばせる。

「その答えこそ、私がイリア様を頼る理由でもありますわね」

　カップを受け皿に戻し、両手を膝上で重ねる。イリアの双眸も鋭さを増した。

「イリア様は『回帰魔法』なるものの存在をご存知ですか？」

　微笑みを浮かべたまま言い放ったティアナを、イリアはしばし無言で見つめていた。時折、口元を手で覆って「まさか……」とか「いや、しかしそう考えるならば……」とぼやいている。

「なるほど。三日前、夜鳴鳥の集会亭のあの場所で、私が誰と取引をしているかも全て承知の上だったということですか」

　やがて、深いため息とともにイリアは頷いた。無駄な質問はせず、自分なりに結論を導き出す。

「回帰魔法の概要に関しては魔塔入りしたすべての魔術師が知るところです。我が国は時を司る女神ルサルカ様を信仰し、魔塔は女神ルサルカ様の遺した足跡を継承し、王国を発展させる目的で発足しました。いわば回帰魔法は魔塔に所属するすべての魔術師にとっても、一生をかけて解き明かしたい神々の領域なのです」

　イリアはやや興奮したように早口でまくしたてた。損得勘定の早い彼のことだ。すでにティアナの依頼内容もだいたい予想がついたのだろう。

「お察しの通り、私は『女神の祝福を受けた者』です。一定の年齢に達すると、再びこの年に戻ってきてしまうのです」

　イリアはただ黙って頷く。ひとまず、ティアナの話を一通り聞くつもりなのだろう。

「今までの人生と今の人生を分けて、『前世』と『今世』と呼びますね。今まで歩んできた前世でもウェルナン王国は何度も滅亡の危機にさらされてきました。私が女神ルサルカ様の祝福を受けたのもまた、それが理由なのではないかと考えています。ただ、確かなことは言えません。そこでイリア様に、私が回帰を繰り返す原因を突き止めることを手伝っていただきたいのです」

「ご事情は理解しました。今世において、我が国と敵対する国が『アーナン国』なのですね」

　ティアナの行動によって未来にも影響が出るのだから、国の行く末や敵対する勢力もまた、変わってくるというのは納得のいく理屈である。

「夜鳴鳥の集会亭で私が開発した『鎮静薬』をアーナン国出身の男に手渡そうとしなかったのにも、理由があるのですね」

　緊張から表情を強張らせたイリアに、ティアナは頷く。

「かの男は、アーナン国第二王子の差し金です。イリア様は危うく、戦争を起こすための標的にされそうになっていました」

「……穏やかな話ではありませんね」

　眉をひそめたイリアに、ティアナも静かに頷く。

「イリア様もご存知の通り、アーナン国を襲う実削ぎ病の原因は、アピピ・トゥリ河に生息する微生物の相変異です。微生物の数が増えすぎれば水中に溶け込む栄養素だけでは、生き延びることはできません」

　そのため、微生物の中で変異した個体が生まれた。変異した個体は水を媒介に植物の内部へと入り込み、内側から実りに必要な栄養分を喰い尽くす。結果として実りどころか、栄養分を食い尽くした植物そのものを枯らせてしまう。

「昨年の雪解けにディルメンルカ山脈の鉱脈の一部が崩落し、魔法石の影響を受けた水が大量にアピピ・トゥリ河へ流れ込んだことで、微生物の増殖を促してしまったわけです。その微生物の増殖を防ぎつつ、十分な栄養を確保する手段が此度のイリア様が発明した『鎮静薬』です」

　ですが……、とティアナの双眸が悲しげに陰った。

「その薬がもたらす副作用までは、ご存知ではなかったようですね」

「副作用、ですか」

　イリアの眉根が険しく寄る。

「私が調合した鎮静薬は魔力を込めた水です。魔法石の中でも水質に溶け込めるものを使用しただけで、微生物にも、人体にも害はありません」

「もちろんです。しかし、相変異した個体から新種が生まれるとは思いませんでしょう？」

　イリアの目が見開かれる。ティアナはそっと目を伏せた。

「『人食い微生物』……前世ではそう呼ばれていました」

　一度アピピ・トゥリ河へ流れ込んだ魔力のこもった水はもともとの水と溶け込むことなく、川底に沈殿した。そこへイリアの魔力を込めた純度の高い魔法水を河へ流し込んだことで、アピピ・トゥリ河の微生物はまた新たな姿を獲得するに至ってしまった。

　捕食の対象が植物から、人間などの動物へと変化したのである。

「第二王子がどこまでイリア様の薬の効果を理解していたかはわかりません。ですが、王位への野心が強い方です。ウェルナン王国の魔術師がアーナンに介入したという痕跡だけで十分だったのかもしれません。彼の狙いは己が王位に就く際、民心の憎悪がウェルナン王国に向いてくれていれば都合がよかったでしょうから」

　逆に、トファンナ帝国側はその危険性を知っていた可能性がある。第二王子が王位に就いた後、確実にトファンナの味方になるよう仕向けるために、人食い微生物によって被害を拡大させた可能性があった。

　さすがに、前世でトファンナ帝国との絡みがなかったので、あくまでもティアナの想像の域を出ない。しかし、ウェルナン王国との戦争が始まってすぐ、魔塔に所属していたとある魔術師が姿を消している。あり得ない話ではない。

「では……私がしたことは、無意味だったのですね」

　表情を強張らせたイリアに、ティアナは眦を下げる。

「我々が干渉せずとも、飢饉は収まります。長い時を有するでしょうが、アーナン国ではすでにハリリ布によるろ過作業が効果的であると学者たちが明らかにしています。アーナン国王と第一王子はこの事実を国民に発表し、対策として取り入れています。実際、その効果は絶大でした」

「私は……取り返しのつかない罪を犯すところだったのですね」

　イリアの声は震えていた。両手で顔を覆い、俯く。己が仕出かそうとした過ちに気づいたようだ。

　ティアナはすっかり冷めてしまったナッツミルクティーをゆっくりと飲み干す。

「イリア様、どうか魔塔の十二の座の一つにお座りください」

　ティアナがカップをソーサーに戻す。ここからが、正念場だ。

　イリアが恐る恐る顔を上げる。

「アーナン国の危機は未だ去っていません。飢饉は未だ終息せず、民衆も国王と第一王子の政策に半信半疑です。長期化すれば、第二王子の言葉を支持する者もあらわれるでしょう。かの国がウェルナン王国へ刃を向ける前に、その火種を我々の手で消し去らねばなりません」

「しかし、私は今回の件でアーナン国をさらなる危機に陥らせるところでした。そんな人間が魔塔の最高峰になど……」

「イリア様が目を付けられたのは、その才覚ゆえです。あなたの魔法の才能を恐れる者が、自らの地位を守るためにあなたを罪人に仕立て上げようとした。このままでは、イリア様は遠からず、何らかの方法で消し去られるでしょう」

　イリアが息を呑んだ。彼の目が鋭さを増す。卓上のカップを一心に見つめる彼の思考は、目まぐるしい状況を冷静に分析していることだろう。

「アーナン国を救う手立てについて、ティアナ様はその方法をご存知なのですね？」

　しばらくして、己の思考から浮上したイリアがティアナの顔を真っ直ぐ見つめる。その双眸には、静かな怒りの感情が伺えた。

「『風追い鳥』こそ、アーナン国の危機を救う手立てです」

　ティアナはイリアから目をそらすことなく、しっかりと頷く。

「かの鳥の羽は一定量の魔力を吸収する性質があります。その特質がどのような過程で獲得されたものなのか。イリア様ならば、かの鳥の生態を調査することで解明できるかと」

　前世で学者として、盗賊団に所属する魔術師への備えとして魔力遮断の拘束具を設計した経験が役に立った。さすがに魔力のないティアナには風追い鳥の羽が何故魔力を吸収できるのかその原理はわからなかったが、イリアならば無事に解明してくれるだろう。

「あの番はそういう意味でしたか。第二王子を牽制する意味でも、効果的な方法でしょう」

　イリアが口元に笑みを浮かべる。

「しかし、仮にアーナン国の危機を救ったとして、平民である私には昇進するための審査条件を満たすことができません。魔塔の最高峰、十二の座への就任は紋章持ちの魔術師十二人の推薦が不可欠です。私の師以外の紋章持ちを納得させられるか……」

「だからこそ、私がいるのです」

　暗い表情になったイリアに、ティアナが不敵な笑みを浮かべる。

「お忘れですか？　私は『女神の祝福を受けた者』ですよ？」

「あ……」

　イリアの口から間の抜けた声がもれる。ややあって、どこか自嘲するように笑った。

「これ以上ないほど心強い後ろ盾です」

「イリア様の実力を、私は知っていますから。だからこそ、私はあなたに助けを求めるのです」

　微笑むティアナの傍に、立ち上がったイリアが歩み寄ってくる。

　そのまま、彼女の足元で膝をついた。

「慈悲深き女神の祝福を受けし、未来の王太子妃様。私は貴女様より受けた御恩に報いるためにも、この人生をかけて貴女様に忠誠を誓います」

「身分こそ違いますが、私たちは女神様の意図を知るために肩を並べる同志です。イリア様、どうか私に力をお貸しください」

「もちろんです。ティアナ様」

　イリアはティアナが差し出した手の甲に口づける。顔を上げた彼の目は先程までと打って変わり、輝かしい未来を確信した強い眼差しとなっていた。

「並大抵の苦難ではありません。しかし、アーナン国を救うことができれば、おのずとイリア様を支持してくださる魔術師の方々が現れます」

「必ずや、ティアナ様のご期待に応えてみせます」

　イリアは両手を胸の前で重ねて深々と一礼した。

　誇り高い魔術師は、相手に礼を尽くす時でも、必ず左手を袖の下に隠す。それは女神ルサルカへの崇敬のためだと言われている。かの女神が左手に持つのは未熟な果実であるとされ、魔術師たちは左手を「女神の導き手」であると信じている。女神に向ける崇敬の念を、イリアはティアナに示したのだ。

「イリア様にどうか女神ルサルカ様の加護があらんことを」

　ティアナは祝福の言葉とともに、イリアを送り出す。

　後日、ティアナは王宮にてイリアからの手紙を受け取る。イリアの魔塔十二の座入りの報とアーナン国の飢饉を解決に導いた彼の名がヴェトリカ大陸を駆け巡ったのは、ティアナとの出会いから僅か一か月後のことだった。









　窓をつつく小鳥に気づいたのは、ティアナが午前中の講義を終えた頃のことだった。

　自室の窓の傍に、白い小鳥が慎ましく主人を待っていた。

「ご苦労さま」

　窓を開けて小鳥を招き入れる。小鳥はティアナの手の上で一通の手紙へと変じた。イリアからである。

　ティアナが王太子妃候補として、王城入りしたのは今から一週間前のこと。仮住まいとしてティアナに与えられた「白薔薇宮」は、ウェルナン王城内の東の庭園の傍に建てられていた。

　王太子の居宮である「青林檎宮」とは徒歩で行き来できる距離だ。

　イリアに回帰魔法の原因解明の手助けを依頼してから、彼とは定期的に手紙のやり取りをしている。ただ王城内へ手紙を出すと、必然、その手紙の内容を多くの人の目に晒すことになる。そこでイリアは手紙を小鳥に変身させる魔法を使ってティアナへ直に書信を届けてくれていた。

　手紙を開くと、時候の挨拶から始まり、イリアが今、アーナン国の水域調査に出向いていること、風追い鳥の羽からアピピ・トゥリ河の水質改善に一つの解決策が見出せそうだということを、几帳面な文字で綴っていた。

「どうやら、順調のようね」

　手紙の文面を確認すると、ティアナは書面を暖炉の火へくべる。秘密裡に外部とやり取りしていると王宮の侍女たちに知られては、王太子妃候補としての体面も悪い。しかし、そろそろウェルナン王国も夏の季節。手紙の処分に暖炉の火が使えなくなる。王宮内の照明はすべて魔法石による明かりだ。蝋燭を手元に置いておくための言い訳を考えておかなければならない。

　暖炉の中で黒々とした灰が手紙を呑み込んでいく。それをぼんやりと眺めていると、部屋の扉をノックする者があった。

「ティアナ様、王太子殿下がお見えです」

　まだ若い侍女がティアナにそう声をかけてきた。ティアナはすぐさま立ち上がると、侍女と鏡台の間で視線を彷徨わせた。

「失礼いたします」

　若い侍女が、すぐさまティアナの傍にかしずく。ドレスの裾やアクセサリー、髪型などが乱れていないか丁寧に確認し、整えてくれた。

「お待たせいたしました。本日も麗しいお姿でございます」

「ありがとう。では、急ぎましょう」

　ティアナは侍女を従え、そそくさとエントランスに駆け付ける。

　アルタはお付きの騎士とともに、エントランスの壁にかけられた絵画を眺めながら待っていた。絵画を眺める立ち姿も品があり、まるで名匠による彫刻のような美しさだ。

「ウェルナンの星海の代理者、未来のウェルナンの導き手であらせられる殿下にご挨拶申し上げます」

　頬を赤らめたティアナがアルタに歩み寄って一礼する。

　穏やかな微笑を浮かべた顔が、ティアナに向いた。

「ティアナ嬢、私たちは将来を誓い合った仲。堅苦しい挨拶はなしにしよう」

「そうは参りません。王族の一員として加わる以上、最低限の礼節は弁えねばなりません」

「少なくとも公の場ではないし、支障ないと思うが……」

「いけません」

　出会いがしらのこのやり取りも、一週間ずっとこの調子だ。エントランスに居合わせた侍女や護衛の騎士たちが微笑ましそうに二人を眺めている。

「今日もお茶にしないか？　最近は日射しも強くなってきたから、庭園の四阿あずまやでいただこう」

　アルタの申し出に、ティアナも破顔する。

「はい。すぐご用意させます」

　ティアナの視線を受け、控えていた侍女たちが深々と一礼をして下がる。ティアナとアルタは準備が整うまで庭園を散策し、頃合いを見て四阿あずまやへ赴いた。

　円卓に並べられた透明な茶器には、薄青色のハーブティーが揺らめいている。まるで青空をそのまま茶器の中に閉じ込めてしまったようだ。

　ウェルナン王国特産の山岳ヤギの乳で作ったチーズを載せたスコーン、果実のジャムを中に入れたボッコノッティ、ナッツ類をふんだんに散りばめたタルト、茶葉入りのキプフェル。ケーキスタンドに載った茶菓子は、どれもティアナが好むものばかりだ。

「ティアナ嬢はこのお茶が気に入ったようだね」

「はい！　それに殿下がこうしてお茶に誘ってくださるので、新しい生活にもすぐに慣れることができましたわ」

　カップに注がれたハーブティーから、花の爽やかな香りが漂う。花期に収穫した白雪花を乾燥させ、複数の薬草とブレンドしたものだ。ティアナも王宮入りしてすぐ、このハーブティーの虜になった。何せ、白雪花は女神ルサルカの花として神聖視されている。白雪花を飲食することが許されているのは、女神の代行者であるウェルナン王族のみであった。

「他に、何か入り用なものはあるかな？」

　アルタは優雅な仕草でハーブティーを喫すると、ティアナを伺い見る。

「お心遣い痛み入ります。先日も講義に必要な参考図書をいただいたばかりですのに……」

「未来の妻となる君が不自由なく過ごせるようにしたいんだ」

　アルタは誰もが見惚れる穏やかな笑顔で平然と言ってのけた。

　ティアナは礼の言葉とともに、照れ隠しのためカップで口元を隠した。

　王太子妃教育の合間に、アルタはこうして足繫く白薔薇宮を訪ねてくる。こうしてお茶をして雑談したり、庭を散策したり、ティアナにとっては今までにないほど心穏やかな時間だった。

　だからといって、のんびり構えてもいられないのだけれど……。

　ティアナの目がちらりとアルタの背後に控える一人の騎士へと向く。

　短く刈り込んだ赤茶色の髪にキリリと鋭く細められた橙色の双眸が印象的だ。アルタの護衛騎士で、その背丈は長身であるはずのティアナの父よりも頭一つ高い。

　ラタ・クリーダ。クリーダ辺境伯の息子で、秀でた武術の腕前とクリーダ辺境伯と現在のウェルナン王の親交が深いために、こうして王族付の護衛騎士に就任した男だ。

　ティアナもこうしてアルタとお茶をするようになって何度か顔を合わせている。

　実直で忠義に厚く、適度な距離を保ってこちらに働きかけてくる気遣いは、アルタが彼を重宝する理由としてひどく納得のいくものだ。

　そして、彼の存在がティアナにとっても今世で重要なものとなる。

「ティアナ嬢は濃厚な味わいのものを好むと聞いていた。今度お茶をする時は山羊乳茶べフェルを出そう」

「え……？」

　アルタの発言に、ティアナはラタへ向けていた意識を再びアルタへ戻した。自分の全身から血の気が引いたような寒気を覚える。動揺を悟られないよう、ティアナは手にしたカップをゆっくりとソーサーに戻した。

「殿下、私はいつ、山羊乳茶のお話をいたしましたか？」

　目を細めたティアナの問いかけに、カップを口元へ運んでいたアルタの手が止まる。

「君のお父上から聞いたよ。もしかして、違ったかい？」

「まぁ……そうでしたのね」

　ティアナはにっこりと笑み、恥ずかしげに頬へ手を添えた。

「なかなか癖のあるお茶にございます。殿下のお口に合いますかどうか……」

「民の生活に根付いた食習慣は嗜んでおきたいんだ。私はいずれ父上の跡を継いでこの国を導いていかなければならない。自分の国の食べ物も知らないで、他国と渡り合おうなんて無理な話だ」

「ご立派ですわ」

　ティアナは当たり障りのない相槌を返し、午後の講義までアルタと談笑していた。

　夏を間近に控えた貴重な陽光が庭園を照らす中、ティアナの胸中はまるで冬に逆戻りしたかのように冷え冷えとしていた。









　午後の講義を終え、自室に戻った時にはすっかり日が暮れていた。夜空に浮かんだ星々が窓の外に広がっている。

　ティアナは照明の飾りに触れ、明かりを灯す。室内を満たしていた暗闇が一斉に身を引いていく。闇が払しょくされた室内を覚束ない足取りで進み、ティアナは寝台の上に倒れ込んだ。

　王太子妃教育によって日々詰め込まれる知識は膨大だ。それだけでも気疲れする。しかし、ティアナの脳裏を占めるのは、庭園でのお茶の時間、アルタが発したあり得ない一言だった。

「……山羊乳茶のこと、どこで知ったのだろう」

　アルタは「ティアナの父に聞いた」と話していた。しかし、それが嘘であることは当人であるティアナだけが知ることである。

　なぜなら、山羊乳茶はティアナが前世で結婚したクライツ伯爵の若当主が、避寒地であるアベローの都市でティアナに飲ませてくれたものだ。山羊乳で煮出した茶にショウガ、シナモン、はちみつ、お好みでアーモンドなどのナッツや乾燥させた果物を入れて楽しむ。ウェルナン王国の中でも南東に位置するアベローでは、庶民から貴族まで親しまれている飲み物である。

「殿下が山羊乳茶を知っていること自体はおかしなことじゃないわ。国内の視察にも赴かれたことがあるだろうし、その際に口になさる機会があったのかもしれない」

　ティアナは横たわった寝台のシーツを握りしめた。整えられたシーツに、無数のしわが寄る。その様は、まるで降り積もった雪原に誰かの足跡が無遠慮に踏み込んできたかのようだ。

「十五歳までの私は……王都から出たことがなかった」

　その囁きは、静かな室内で誰に聞かれるでもなく消えていく。

「殿下は、私の『前世』を知っている？」

　ティアナは回帰を繰り返しているのは自分だけだと思っていた。記憶もあるし、これから起ころうとする様々な出来事もある程度予測ができる。そしてこの繰り返される回帰にはウェルナン王国の存亡が関わっているのだ、とも信じていた。

　しかし、もしもその前提が間違っていたとすれば？

　女神ルサルカの祝福を受けた人物が実は他にいて、ティアナは記憶を持ったまま、たまたまその人が回帰する度に十六歳に戻ってきてしまっているだけなのだとしたら？

「そうなると、女神様の祝福を受けた方は……アルタ殿下？」

　女神ルサルカの代理者。ウェルナンの地を女神より預かり、治める一族。

　過去への回帰理由が、ウェルナン王国を救うことにあるのなら、ティアナよりもアルタの方が女神の祝福を受けていると言われた方がずっとしっくりくる。

「でも、私は前世の記憶があるのに、他の人にはまったくなかった」

　両親、ミーシャ、国王夫妻……それとなく会話の中で探りを入れても「今初めて聞いた」という反応を返してくる。女神の祝福を受けた者以外は、前世の記憶を持っていない。それは今まで歩んできた前世で嫌というほど経験して知っている。

「もしも殿下が前世の記憶を持っているとしたら……」

　全て話してしまいたい。

　ティアナは幼子のように寝台の上で身を丸めた。

　今までティアナが歩んできた前世、これから起こる未来の悲劇も、アルタにすべてを打ち明けてともに危機を回避できたらと思う。もしも、アルタが回帰者であることを周囲に隠しているのだとすれば、二人きりになったところで切り出せばいい。殿下なら、きっと受け止めてくれる。ティアナはアルタの柔らかな眼差しを思い起こし、一人頬を染める。

「回帰魔法を解く方法は、殿下の人生にかかっているのかもしれない」

　アルタのことを考えると、胸が苦しくなる。もしも彼がティアナ同様、悲惨な未来に対して一人立ち向かっているのだとすれば、ティアナは力になりたい。

「機を見て、殿下と話をしないと」

　ティアナは寝台から離れ、便箋を取り出す。イリアからもらい受けた魔力のこもったインクと便箋に、ティアナが導き出した推測を書き連ねていく。文をしたためることで、徐々に自分の気持ちが落ち着いてくるのを実感した。

　ティアナはしたためた文に「イリア・ノーベン」の名を記す。すると、便箋が淡い輝きを放ち、一羽の小鳥へと変じた。ティアナは片手に小鳥を乗せ、窓を開ける。手のひらに乗っていた小鳥は夜の闇の中を羽ばたきながら南の方に向かって飛び立っていった。

　明け方には、イリアのもとに文が届くだろう。

「今回の回帰では、何かが掴めるかもしれない」

　ティアナは白い小鳥の向かった方角をいつまでも見つめる。

「この先のことを殿下と念入りに話し合わなければならない。そのためにも、まずはウェルナン王国に降りかかる火の粉を防がないと。クリーダ辺境伯を手助けしなければ……」

　ティアナは庭園の方へ目を向ける。月光が降り注ぐ庭園に、佇む人影が見えた。高い背丈に、風に遊ばせている外套マントがばさりと翻る。夜空を見上げてどこか遠くを見つめる騎士の後ろ姿は、先の見えないこの国の闇を見つめているようだった。









　ラタの久方ぶりの休暇は、一通の手紙によって吹き飛んだ。

　王太子付きの護衛騎士となり、領地の父親とは頻繁に文をかわしている。ここ最近、北のトファンナ帝国の動きが活発であることは国王も知るところである。現状は小競り合いと片付けられる程度の武力衝突だが、その頻度が日を追うごとに多くなっていた。

　ラタの故郷であるクリーダ辺境伯地は、北方の要所である。ウェルナン王国が北のトファンナ帝国からの侵攻を抑える目的で建造した三層にも連なる城壁と、切り立った岩壁を利用して作った無数の矢窓がこの地に足を踏み入れた侵入者をことごとく射殺す設計となっている。

　ウェルナン王国とトファンナ帝国との間にあるディルメンルカ山脈の末端――ティミカ山は、丘というほどの標高でしかない。しかし絶えず流れ落ちるメイベン滝の水量によって岩壁が削られ、急勾配な尾根、加えて険しい崖がティミカ山を覆っていることもあって山越えは極めて厳しい難所となっている。これらの立地から、天然の要塞としてウェルナン王国の北方の守りの役割を全うしてきたわけだ。

　しかし、トファンナ帝国が導入した空飛ぶ奇襲兵団によって、クリーダ辺境伯地は苦境に立たされていた。加えて、クリーダ辺境伯とその配下である騎士団が苦戦を強いられているのが、姿の見えない奇襲である。

　夜陰に紛れて行われる従来の奇襲ではない。白昼から「姿の見えない敵」と戦うことが頻発していた。「姿なき襲撃者」などと洒落た異名を轟かせたこの一団は、トファンナ帝国の戦いが有利に進むよう立ち回っている。

　歴戦の戦士であるクリーダ辺境伯も、この「姿なき襲撃者」の集団に手を焼いていた。

　構成員の数も、集団の目的も、わからない。加えて、奇襲をかけてくるその手腕も様々……運よく尻尾を掴んだかと思えばトファンナ帝国の兵士たちによる模倣であったなどということもあった。

　とにかく、「姿なき襲撃者」についてわかっていることと言えば、ウェルナン王国を敵視し、トファンナ帝国に助力している、ということくらいである。

「何か、手がかりになる情報があればいいのだが……」

　そう考え、ここ数日は休暇の度にラタは情報集めに奔走した。騎士団の詰め所に通い、王立の図書館で資料とにらみ合い、慣れない社交パーティーでも貴族との会話を試みた。しかし、収穫はまったくなかった。何より、姿なき襲撃者については国王より箝口令が敷かれていることもあって、下手に話題に上げることもできない。

　ラタはもはや途方に暮れ、王城内の庭園で父親から送られてきた手紙の数々を読み返すばかりであった。

「クリーダ卿」

　頭を抱えていたところに、背後から声をかけられた。慌てて振り返ると、穏やかな表情でこちらに微笑みかける青林檎色の双眸があった。波打つ青紫色ヘリオトロープの髪を編み込み、白雪花を模した髪飾りで彩りを添えている。淡い桃色のドレスには幾重にも施された白いレースが地上に咲き誇る薔薇のように清楚な印象を与える。

「未来の星海の代理者にご挨拶申し上げます」

　ラタは慇懃な一礼でもってティアナを迎えた。

　未来の王太子妃が、王太子ではなく一介の護衛騎士を訪ねてくるなど、どういった用件だろう。ラタは無礼にならない程度にティアナの顔を窺い見る。

　ティアナは片手を上げてお付きの侍女たちを下がらせた。

「何か悩み事ですか？」

「お恥ずかしいところをお見せしました。故郷の父から手紙が届きまして……」

　自分でも言葉の切れが悪いと思う。父の手紙を通して伝わるクリーダ辺境伯地での戦況は刻一刻と悪化している。実際は手紙に書いてある以上に事態はひっ迫しているかもしれない。ラタは無意識に手紙を持つ手に力を込めた。

「私も辺境伯には一度お会いしたいと思っていましたが、現状では難しいのでしょうね」

　ティアナの表情にも憂いの影が差す。王太子からどこまで聞いているのか知らないが、彼女も近く王族に列する令嬢。クリーダ辺境伯地のことは耳にしているのだろう。

「そのお言葉だけでも、クリーダ家にとっての光栄にございます」

　王都で辺境の地に思いを寄せる者は少ない。貴族の大半も、結局は「王都より遠い地での話」としか捉えない。それをこの若い令嬢は我が事のように胸を痛めてくれているのだ。

「せめてこれを。どうかクリーダ辺境伯へ届けていただけますか？」

　ティアナが持参した包みを取り出し、それをラタへと差し出す。

「こちらは？」

　ラタは思わずティアナと受け取った包みを交互に見つめる。ティアナは笑顔のまま、包みを手で示した。開けてみろ、ということらしい。

「失礼いたします」

　ラタが断りを入れ、包みを開く。中には小箱に収められた珪線石（シリマナイト）が入っており、黄色地にコンドルの絵が刺繍されたリボンが巻かれていた。

　珪線石？　金剛石などではなく……？

　珪線石はヴェトリカ大陸において広く採掘されている鉱石である。ウェルナン王国では庶民でも身に着けられる宝石の一つだ。

　ラタはてっきり苦境に立たされているクリーダ辺境伯地へ、ティアナが自分の宝石を軍資金代わりに下賜してくださったのだと思った。

　ティアナ嬢は聡明なご令嬢だと聞いていたが、所詮は世間知らずの深窓の姫君か。

　ラタは自分の口から出そうになるため息を寸でのところでこらえた。

「お心遣い、ありがたく――」

「それが、クリーダ辺境伯地を救う手立てですわ」

　こちらのお礼の言葉を遮り、ティアナがやや声音を低めて告げた。

　咄嗟に顔を上げると、ティアナの口元の笑みが深まったのが見えた。

「クリーダ卿もご存知の通り、珪線石は誰もが手にすることができる鉱石。我が国では宝石として、あまり価値がありません。ですが、我が国で最も価値の高い魔法石『レヴィラ』が、魔力を込めると珪線石のようになることはご存知かしら？」

　ティアナの確信に満ちた双眸を前に、ラタは息を呑んだ。もう一度、下賜された珪線石と黄色地のリボンを見下ろす。

「では、この黄色いリボンに施されたコンドルは……」

　南部のアーナン国の紋章を前に、ラタは信じられないものを見るような心地だ。

　一体、この令嬢はどこまで知っているのだろう。

　ラタの視線を受けたティアナは手に持っていた扇を広げ、口元を隠した。

「魔塔に所属している知り合いの魔術師にも確認いたしました。レヴィラは姿隠しの魔法を発動させる際に、その助力をしてくれる魔法石。ウェルナン王国では魔塔によって厳しく管理されています」

　ティアナの目元が鋭さを増した。

「もしも、魔塔にいる裏切り者が南のコンドルと手を組み、北の狼を招き入れようとしているとしたら……事はクリーダ辺境伯地だけの問題ではございません」

「……私に、できることはございますか？」

　ラタはティアナに尋ねた。あれほどまで頭を悩ませていた姿なき敵の影が目の前にある。自分の中からあらゆる雑念が消えた。

「私の剣は、いかなる者を斬ればよいですか？」

　ティアナが口元を覆う扇をずらす。彼女が動かす唇が、ウェルナンに巣食う裏切り者の名を告げた。

　ラタはティアナから受け取った宝石とリボンを掲げ持ち、その場に跪いた。

　騎士が主に忠義を誓うように、ラタは厳かに告げる。

「ティアナ様の御言葉とお慈悲、必ずや故郷の父に伝えます」

「よろしく頼みます。クリーダ卿の故郷を襲う一連の騒動が一刻も早く終息しますよう、私も女神ルサルカ様にお祈りいたします」

　ラタとティアナの視線が交わる。ティアナは微笑とともに優雅な一礼をすると、そのまま遠ざけた侍女とともに去っていった。

　ラタは感謝の気持ちを込め、深々と頭を下げる。そんな騎士の様子を、庭園に咲き誇る薔薇たちが遠巻きに見守っていた。

　王都ルサルカにクリーダ辺境伯より「トファンナ帝国の兵が撤退を開始した」という報せを受けたのは、それから一か月後のことであった。

















三章　アルタの目的












　夏も盛りを過ぎ、徐々に秋の気配がにじみ出ていた。空気はからっとして空は高く、山間の草を食む羊たちはもこもこの毛に全身を覆われ、まるで地上に雲が降りてきたかのようだ。

　ティアナは視線を窓から手元のカップへ戻し、しばらくしてまた窓の外を振り向く。

　そんなことを繰り返していた。

「ティアナ様、じきに参ります。落ち着いてください」

　先に白薔薇宮の応接間に招かれていたラタが、苦笑を浮かべた。今日は護衛騎士としてではなく、クリーダ辺境伯の代理という形でここにいる。人払いのされた室内で、二人は卓を挟んで向かい合って座っていた。

「そ、そんなに落ち着きなかったかしら？」

　ティアナは優雅な笑みを浮かべようとして、失敗していた。

「ここ一か月、王都は大騒ぎでしたからね。殿下とお話をする時間が取れるのはまだ先になるでしょうが……ティアナ様はようやく落ち着けたのです。自らそう時間に追われるようなことをなさらず、悠然と構えていればよろしいのですよ」

　ラタは心得顔で出された茶を喫した。

「それもこれも、クリーダ卿が私の名で陛下に報告なんてするからです……」

「口止めされておりませんでしたので」

　恨みがましく睨むティアナに、ラタは平然と返した。

「私は功を立てた者はそれに見合った賞賛と栄誉を与えられるべきだと考えています」

「ですが、それはたまたま『女神様の祝福』の影響を受けただけで……」

「それこそ、誰にも真似できない栄誉でしょう」

　ラタが微笑み、ティアナは言い返すこともできず黙り込む。

　魔塔への一斉捜査と裏切り者の摘発が行われて数日、ティアナはラタに己の身の上を打ち明けた。何度も回帰を繰り返していること、ウェルナン王国が滅亡の危機にさらされていること、そしてどうやら回帰の原因が「アルタ」王太子にあるかもしれないことも。

　不審がられるかと思いきや、ラタはひどく納得した顔つきになった。

「時折、ティアナ様は我々とは違う、はるか先のことを見据えて発言なさることが多いように感じておりましたから」

　ラタのこの言葉にはティアナの方が驚いてしまった。

　自分なりに、上手く隠せていると自負していただけに、あっさり見破られていたことに恥ずかしさすらわき起こる。王太子の傍で護衛をしてきたラタの方が、ずっと人の素顔や内面を推し量ることに長けているようだ。

「イリア・ノーベン殿には、いくら礼を尽くしても、尽くし切れません……」

　カップをソーサーに戻し、ラタはしみじみとこぼす。

　今日は魔塔において、先の摘発で空席となった十二の座の一つに、若き魔術師が就任する。魔塔に所属する魔術師は大多数が貴族の出自だが、歴代初の平民出身の魔術師が就任することとなり、王都はちょっとしたお祭り騒ぎだった。

「彼の発明は素晴らしいものばかりです」

　ラタの視線が、卓上に置かれた胸飾りに注がれる。風追い鳥の羽が使われた、意匠も美しい逸品である。

　ラタの依頼でティアナがイリアに急遽、製作を依頼した魔法道具である。

　この魔法道具のおかげでクリーダ辺境伯地に出現した「姿なき襲撃者」はことごとく捕えられた。襲撃者から回収した魔法石「レヴィラ」には、予め魔力を込めておけば魔法を扱えない一般人でも使用できるよう加工されていた。その性質が今回、突破口に繋がった。

　イリアの話では、この魔法石は周囲の光を取り込むことで自身の姿を攪拌して景色に溶け込む効果をもたらすという。今回の件で魔塔を追放された十二の座の一人であった魔術師は、とんでもない魔法石を敵国へと横流ししてくれていたものである。

「魔塔は騎士団よりもずっと身分や血筋を重んじる風潮が強いと聞きます。これを機に、魔塔は変わるでしょう」

　ラタはどこか期待を込めた調子で呟く。

　ティアナたちのいる応接間の扉がノックされた。

「どうぞ！」

　ティアナは弾かれたように立ち上がって室内へ入ってきた若き魔術師を出迎える。

「イリア様、十二の座への就任、おめでとうございます」

　ティアナが微笑とともに祝福すると、イリアは両手を胸の前で重ねて深々と一礼する最高礼でもって応じた。その様子に、ラタがひどく驚いた様子で目を見開く。

「まさか、アーナンでのことが解決した途端、十二の座に封ぜられるとは思いませんでした。これもティアナ様のお導きでしょう」

「やめてください。私は女神様ではありません」

「ですが、未来の代理者でしょう？」

　こちらを揶揄うように笑うイリアに、ティアナは苦笑する。

「イリア殿」

　長椅子から立ち上がり、ラタもまた慇懃な一礼でもってイリアを迎えた。

「クリーダ辺境伯の長子、ラタ・クリーダと申します。父に代わり、我らにご協力いただきましたこと、感謝申し上げます」

「大したことではございません。私もまた、救っていただいた身です。その御恩を私ができることでお返ししたまでのこと」

　イリアの視線がゆっくりとティアナに向く。

「ここにクリーダ卿がいるということは、ティアナ様のご事情を彼もご存知であると解釈してよろしいのですよね？」

　ティアナはしっかりと頷く。

　イリアも頷き返し、ティアナとラタの双方を真剣な眼差しで見据えた。

「魔塔の十二の座に就任したことで、私は禁書庫の出入りを許されました。そこで知り得たことをお二人にも共有させていただきたいのです」

　イリアの言葉に、ティアナとラタの表情も引き締まる。

　穏やかな午後の日射しが流れ行く雲に遮られ、束の間、その光を弱める。

　窓の表面を一つ、二つと雨粒が叩いた。









「結論から申し上げます。魔塔では『回帰魔法』は禁忌とされています」

　余計な美辞麗句を嫌う、イリアらしい切り出し方だった。

　しばし、雨音だけが沈黙の下りた室内に響き渡る。

「禁忌……つまり、人間が回帰魔法を用いることは女神ルサルカ様に対する冒涜行為である、という意味でしょうか？」

　ティアナがイリアに向けておずおずと確認する。応接間の長椅子に、ティアナ、イリア、ラタの三人が顔を突き合わせて座っている。イリアは出されたお茶に口をつけることもせず、険しい表情で眉根を寄せていた。

「いえ、もっと倫理的な理由です」

「というと？」

　首を横に振ったイリアに、ラタも戸惑った様子だ。

「人間が回帰魔法を発動させること自体は、可能です。その術式や段取りについての記録も、魔塔の禁書庫に保管されていました。しかし、発動させるための『代償』が大き過ぎるのです」

　イリアの言わんとしていることを察したのか、ラタの表情が引きつった。

「まさか、人命では……？」

　否定されることを願って発せられたラタの囁きを、イリアはあっさり首肯した。

「はい、それに近しいものと言えます。回帰魔法を発動させる条件は『数多の魂』を代償に捧げるからです」

「つまり、回帰を繰り返す魔法を発動させた時点で、数多の人々が犠牲になったということですか？」

　ティアナの声が震える。イリアは苦々しい表情で頷いた。

「あるいは、すでに犠牲となった人々の魂を捧げた、といった具合でしょうか。ティアナ様が経験したウェルナン王国の滅亡、そこで失われた人命を依り代にされたということは十分考えられます」

　つまり、回帰魔法を発動させるには、一個人の努力でどうこうできるものではないということらしい。人災や災害など、数多の命が失われて初めて、女神の眼はウェルナンの地に向けられるのだろう、というのがイリアの解釈だった。

「ウェルナン王国に伝わる、女神ルサルカ様の神話とはずいぶん印象が違いますね」

　ラタがぽつりとこぼす。ウェルナン王国の者なら幼い頃の寝物語に聞かされた神話を、彼はそっと諳んじる。






　悔いを抱く者、女神を拝して希う。

　我に今一度の機会を与えたもう。

　女神は未熟な果実と短剣を差し出す。

　選びなさい、迷える者よ。

　あなたの選択が、道を切り開くでしょう。






　ティアナもよく知る内容だ。

「神話や童謡は抽象的な表現から後世において解釈が分かれてしまうものですから。ですが、回帰魔法が禁忌である、その内容を踏まえて考えるなら、『未熟な果実』と『短剣』が支払うべき『代償』の比喩、とも捉えられます」

　イリアの解釈に、ラタは落ち着かない様子で腕組みをした。ティアナもすっかり冷めてしまったお茶を飲む気になれず、ただ両手を固く握りしめていた。

「やはり一度、殿下とちゃんと話をした方がいいようですね」

「今回、魔塔に裏切り者がいたせいで、殿下は陛下とともに魔塔再建と北方・南方への軍備増強に奔走されております。今すぐというのは……難しいでしょう」

　ティアナの視線を受けたラタが、眦を下げて告げる。いくら婚約者であるティアナの頼みでも、アルタのスケジュールを把握しているラタのことだ。睡眠時間すらも削って奔走するアルタに無理はさせられないのだろう。

「わかっています。今が大変な時であり、殿下もまた、この国のために動いてくださっているのです」

　ティアナも弱々しい笑みでラタに頷く。

　もうすぐ一か月。アルタと顔を合わせていないティアナはひどく心配していた。

　ちゃんと食事はとれているだろうか。ラタから寝る間も惜しんで政務に携わっていると聞いている。ほんの少しの時間でもいいから眠ってほしい。倒れないでほしい。

　……会いたい。

　ティアナは咄嗟に自分の胸を押さえた。頬に熱が集まる。アルタ殿下が大変な時に、自分は何を言っているのだろう。

「そういえば……殿下のことで、少々気になったことが……」

　ティアナがふるふると頭を振って雑念を追い払っていると、眉根を寄せて険しい表情をしたラタが口を開いた。

「魔塔において、裏切り者を粛清した晩のことです。夜もとうに更けた頃でした。私は魔塔から王城へ戻り、報告書を作成するために自室へ戻る途中だったのですが、そこで王城を抜け出した殿下のお姿を見かけたのです」

「夜更けに、殿下がお一人で？　供の者も連れずに、ですか？」

　イリアが明らかに不審顔だ。ティアナは心配から眦を下げる。終わらない政務の鬱憤が溜まり、幼い頃のように宮を抜け出して息抜きをしているのだろうか。

「お二人は……王宮の外れに、尖塔がございますのはご存知ですか？」

　ラタの問いに、ますます表情を顰めたのはイリアだ。

「『離れの塔』のことですね。あそこは罪を犯した王族を幽閉しておくための塔です。今は誰もおりませんので廃墟も同然の状態だと伺っております」

　イリアの解説で、ようやくティアナもアルタの行動の異常さが理解できた。血の気とともに顔から笑みが引いていく。

「誰かと会っていた、ということでしょうか？」

　イリアの問いに、ラタは即座に頭を振って否定する。

「私も殿下を追って塔の中へ入りました。しかし、離れの塔に入った途端、他の人影はおろか、殿下のお姿も消えてしまったのです。慌てて塔の中を隅々まで探しましたが、人影一つ見つけることはかないませんでした」

　眦を下げるラタを前に、イリアとティアナは顔を見合わせた。

「その後、殿下は……？」

「何事もなくお戻りになられました。私が王城を抜け出した訳をお尋ねしたところ、殿下は宮からは出ていないと仰っておりました。念のため、当直についていた騎士たちにも確認したところ、殿下は部屋でぐっすりお休みになられていたと口をそろえて言われてしまい……私自身、疲れで幻でも見たのかと思っておりました」

　ラタは不安そうな様子で言葉を切った。

「これは私も一度、離れの塔を調べてみる必要がありそうです」

　イリアが妙に強い口調で断言したので、ティアナとラタはイリアの顔を見つめる。

「イリア殿、殿下は……」

　ラタの言葉が途中で切れる。その後に続く言葉は、アルタの心身を案じる言葉か、あるいは別の何かであるのか。ラタの不安に揺れる瞳を前に、イリアは何も言わなかった。憶測で物を語ることを、魔術師である彼は許さない。

「クリーダ卿、後日、私とイリア様をその尖塔に案内していただけませんか？」

　押し黙ったイリアの代わりに、ティアナがラタへ身を乗り出した。過去の出来事が大きく変わった今、新たな変化が生まれているという確信がティアナを突き動かす。特にアルタに関係することと思えば、ティアナは居ても立ってもいられなかった。

「はい。承知いたしました」

　ラタはどこかホッとしたような表情で静かに頷いたのだった。









　三日ほど降り続いた雨が止み、久しぶりの青空が覗いていた。

　ティアナ、イリア、ラタの三人は離れの塔の傍で落ち合った。現在、アルタは国王とともに南部地方へ視察に赴いている。王太子の身辺を探っているという後ろめたさからか、ラタは塔の案内をこの日に指定したのだ。ラタの様子は普段と違って落ち着きがない。眉間のしわも心なしか深いように思えた。

「ここが、『離れの塔』……」

　ティアナは目の前に聳そびえる石造りの古い塔を見上げた。窓一つない、陰鬱な雰囲気の場所である。周囲の草木も手入れが行き届かず、雑草が伸び放題だ。蔦草が塔の壁面を覆い尽くさんばかりである。

「お二人はしばし塔の外でお待ちいただけますか？」

　先に塔の中へ入っていったイリアが、ラタとティアナに声をかけてきた。

　塔の中に入るとすぐ、広い空間に出る。ちょうどエントランスに当たる部分だ。

　イリアはその中心に佇むと、何やら聞き慣れない言葉を呟き出す。彼の掲げた左腕には、魔法道具と思しき腕輪がはめられていた。腕輪が光を放った瞬間、まるで静かな水面に波紋が広がるように空気が震える。入り口から中を覗き見ていたティアナは、神秘的な光景を前に思わず息を止めた。

「……魔法を使用した痕跡はないようです」

　しばらくして、難しい顔をしたイリアがティアナとラタを塔内へ入るよう促す。

「では、殿下が姿を消したのは魔法ではない、と？」

　ラタはどこか困惑した様子だ。目の前で殿下が消えた瞬間を目の当たりにしているのだから、当然の反応だろう。

「いえ、そうとも言い切れません」

「イリア様、どういう意味でしょう？」

　腕組みをしながら眉間のしわを深めるイリアに、ティアナも怪訝な顔になる。

「確かに魔法の痕跡はありませんでした。ざっと建物の造りを見る限りでも、魔塔において罪人を収容するための魔法道具や、外部からの侵入者を防ぐ防衛装置の類もありません。それは確かなのですが……」

　イリアは己の左手をじっと見下ろしている。

「言葉にしづらい感覚なのですが、こちらの魔力が何かの裂け目のようなものに零れ落ちたような感覚がありました」

「裂け目？　零れ落ちた？」

　イリアの言葉に、ラタもティアナと顔を見合わせる。

「現状、私が言えることは『魔法の痕跡がない』という事実だけです。クリーダ卿が目撃したように、殿下がこの塔の中へ入った瞬間その姿を消したのが魔法ではないのだとしたら……考え得る可能性としては『狭間』でしょうか」

　イリアによると、狭間とは魔力同士の相殺効果によって不干渉地帯となっている場所を指すという。それはいくつもの魔法学的な法則が折り重なって出現する、非常に稀な現象らしい。

「ティアナ様の件とこの塔の狭間現象、この二つには関連があるのではないでしょうか」

　まさかここで自分の名が上がるとは思わず、ティアナは目を瞬かせた。

「回帰魔法は時空間へ強制的に介入する手段です。本来の流れを無理やり変えようとすれば、当然『歪ひずみ』が生まれます。この現象を詳しく調査すれば、回帰魔法の仕組みを解き明かす手がかりになるかもしれません」

　イリアの仮説に、ティアナも納得する。

「では、アルタ殿下がこの塔を訪れた理由も、わかるかもしれませんね」

「普通、そういう話は当人に直接尋ねるものだと思うけれど？」

　ティアナの言葉に応じたのは、イリアでもラタでもなかった。

　三人は同時に入り口を振り返る。そこには微笑を浮かべて佇む、アルタの姿があった。

「殿下！」

「ウェルナンの星海の代理者、未来のウェルナンの導き手であらせられる殿下にご挨拶申し上げます」

　ティアナは驚きのあまり肩を震わせた。彼女の背後で、イリアとラタが素早く礼を取る。

　アルタが驚くティアナの傍へ歩み寄ってきた。

「視察が早くに終わったから、白薔薇宮へ行ったんだよ。そうしたら君が留守だと聞いてね。侍女たちに聞き込んだらここへきているときた。三人とも、こんな場所で一体何をしていたんだい？」

　アルタの視線がラタに向く。黙ったまま頭を下げ続けるラタの頬から、一筋の汗が伝った。廃墟同然の古い塔に、己の婚約者と、護衛騎士、魔塔の十二の座に封ぜられた魔術師が居合わせたとなれば傍目からも異様に映ったことだろう。

　ティアナは焦りに目を泳がせる。

　どうしよう、本当のことを話そうか。

　アルタを前に、回帰の話をすべきかどうか。迷いがティアナの唇を凍り付かせる。

「何度か、こちらの塔に踏み入る人影があるという相談を受けたのでございます」

　アルタの問いに答えたのは、イリアだった。言葉を失うラタとティアナよりは、第三者として自分が理由を説明した方がいいと判断したらしい。もっとも、彼もこの塔へ出入りしているのが目の前にいる王太子であることはさすがに伏せていた。

「王家に仇成す者であってはならぬ、とティアナ様からもご相談を受け、私が調査のためにこちらのお二人に案内をお願いしたのでございます」

　アルタの表情も険しい。普段、穏やかな微笑ばかりを浮かべる彼らしからぬ顔つきに、ティアナは不安になる。

「ならば、ラタが案内すれば事足りたはずだろう？　王城内とはいえ、結婚を控えた令嬢を連れ回すのは感心しない」

「わ、私が無理を言って同行させていただいたのです！」

　アルタの物言いから不穏なものを感じたティアナは咄嗟に口を挟んだ。アルタの無表情が、こちらに向く。いつもの優しさに満ちた双眸が冷ややかな色を宿している。ティアナは思わずアルタから身を引いた。

「魔塔の件では、君の助言があったからこそ早期に解決することができた。そのことは私としても誇らしいし、感謝している。しかし、君が自らの身を危険に晒すようなことはあってはならない」

　アルタの言葉は正論だ。未来の王太子妃として、当然身の程を弁えるべきだった。

「……申し訳ございません」

　項垂れるティアナに、アルタの手が伸びる。彼の手が、優しくティアナの頭を撫でた。

「ラタ」

「はい、殿下」

「一週間ほど、休暇をやろう。その間、そちらの魔術師と王城内を納得いくまで調査するといい。ただ、私とティアナの宮、陛下や王妃様の出入りする場所は調査を控えるように」

「……承知、いたしました」

　ラタがぐっと唇をかみしめた。これまでのやり取りを、イリアは黙って見守っている。その浅葱色の双眸が、凪いだ水面のようにアルタを見つめている。

「ティアナ、戻ろう」

「はい……」

　アルタの手がティアナの背に添えられる。ティアナは素直に頷いて、アルタとともに離れの塔を後にした。

　白薔薇宮へ戻る道中、二人の間に会話はなかった。重苦しい沈黙に、ティアナは窒息しそうな心地である。

　己の手を引く殿下の顔を見上げることができない。きっとティアナの軽率な行動を怒っていることだろう。自分でも、もう少し慎重に動くべきだったと思う。今世は前世のように、好き勝手に行動できる身分ではないのだ。

「……怖がらせるつもりはなかったんだ」

　不意に、アルタがこぼした言葉に顔を上げる。恐る恐る振り向くと、アルタの沈んだ表情がこちらを見下ろしていた。叱責されることを覚悟していた分、ティアナは驚きで目を見開いた。

「離れの塔で君を見かけて、つい、焦ってしまって……」

　いつもは真っ直ぐこちらを見つめる碧眼が揺れる。王太子という立場上、感情を表に出すことを避けてきた彼の本心を垣間見た気がする。

「殿下は、あそこで私の身に何かが起こると考えておいでなのですね」

　ティアナはアルタに向き直る。あえて言い切ったのは、アルタが抱えるものを知りたかったから。

「もしや、殿下はこれから起こる未来が見えているのですか？」

　ティアナの問いかけに、アルタは目を見開いた。焦っている様子はない。むしろ。意外な問いかけをされ、驚いたといった表情だ。

「いや……私は確かに女神ルサルカ様の代理者。ウェルナン王族の血筋だが……女神様のように未来を予見することも、ましてや過去へ回帰するなんてことはできないよ。魔塔の魔術師にも、そんな偉業を成し遂げた者はいないと聞いている」

「では、何故……」

　私が山羊乳茶を好きだということを知っているのか。

　そう言葉を続けようとしたティアナの身体が傾く。アルタに突然、腕を引かれたからだ。咄嗟に踏ん張ることもできず、ティアナはアルタの胸に頬を寄せる。アルタの腕が自分の背に回ったのを感じて、全身に力が入った。

「私に未来を予見する力はない。だが……婚約者が私以外の男と一緒にいて、何かあっては困ると思うことは至極当然のことだろう」

　アルタの腕に力がこもる。アルタの言葉に、ティアナは自分の頬が一気に熱を帯びるのを自覚した。

「で、殿下……」

「もう二度と、離れの塔には近づかないでほしい。王城内の警備は厳重だが、どこにでも穴はある。あそこは人目もつかない。君に何かあったらと思うと……私はもう生きていけないだろう」

　アルタの切実な物言いと、腕に込められる力に、ティアナの目頭が熱くなる。彼から向けられる愛情で胸がいっぱいになる。ティアナはただ謝罪の言葉と、アルタの言葉に頷くしかなかった。

















四章　廻帰の原点












　ウェルナン王国の大地に霜が降りるほど、本格的な冷え込みが夜闇に沈む大地を覆った。侍女から早めに出してもらった毛皮の外套を羽織っていても、肌を刺す冷気は頬を引きつらせ、吐息は儚い熱を寒々しい空気に溶かしてしまう。

　窓辺に佇んだまま、ティアナは数枚の便箋に目を通す。読み進めるうちに彼女の口元は緩み、目元は涙ぐんでいく。イリアからの手紙である。

　離れの塔で別れた後、イリアはもうしばし離れの塔を調べていたらしい。そして、彼はすぐさまティアナにいつものやり方で手紙を送ってきた。

　――私の、今までの経歴をまとめました。

　最初の一文に、イリアの焦りが伝わる。

　離れの塔が度重なる回帰によって空間に歪を生み出している。手紙でそう報告してきたイリアは、強い危機感を抱いたようだ。そうしてイリアは、ティアナに自分が思い出す限りの、己の経歴を手紙にしたため送ってくれたのだ。

　――回帰魔法も、今まではティアナ様が特定の年齢になると過去へと戻っています。ですが、今後も常にそうだという保証はありません。何かがきっかけで、いきなり今世も前世になってしまうこともあり得ます。

　もしもイリアの懸念が現実となった場合、イリアとラタはティアナと関わったことすべてを忘れ去るだろう。ティアナの頬を、目元からこぼれた雫が伝う。

　――たとえ記憶を失っても、私は貴女様の味方です。

　そう締めくくられた言葉に、ティアナは手紙を胸元に抱いて嗚咽をもらした。

　今までも、出会った人々とはティアナの意思に関係なく別れなくてはならなかった。今世でも、イリアやラタ、何より、アルタと過ごした時間にいつ別れを告げねばならなくなるかわからない。そのことが何よりも辛かった。

「女神様、どうしてこのような仕打ちをなさるのですか」

　いっそこの地獄から抜け出せないなら、時間を止めてほしい。

　アルタ、そしてイリアやラタたちとともにいつまでも平和なウェルナン王国で過ごしたい。泣き疲れたティアナは目元を乱暴に拭うと、開け放した窓へと手を伸ばす。今日はもう眠ってしまおう。明日にはきっと、アルタも落ち着いて話をすることができるはず。






　ふと、青林檎宮から白薔薇宮へと続く小道を歩いてくる者の影を目の端で捉えた。

「殿下……？」

　目を凝らすと、そこには角灯を手に東の庭園へと向かうアルタの姿があった。

　ティアナはほぼ反射的に、開け放した窓をそのままにして駆け出した。

　白薔薇宮を出て、アルタが下げ持つ角灯の明かりを頼りに後を追う。暗闇の中、アルタが庭園から礼拝堂へ続く道を外れた。そちらは離れの塔へ向かう道である。

「供の者を連れずに、何故離れの塔へ……？」

　ティアナの足が止まる。昼間、アルタに「離れの塔」へ行かないよう言われたばかりだ。果たして、このままついていっていいものか。

　アルタの背がどんどん遠ざかっていく。暗がりの中に消えゆく背中を見つめていると、このまま、アルタが闇の中に消えてしまいそうな不安に駆られた。

　ティアナはドレスの裾を両手でつまむと、迷いを振り払うようにアルタの後を追った。

　やがて、アルタは塔の中へと入っていく。ティアナは扉をくぐった暗がりで足を止めた。

　アルタはエントランスの中央で立ち止まっている。僅かに体を斜めに引くと、アルタの身体が空間の裂け目に吸い込まれていった。ティアナは信じられない光景を前に、息を呑む。

　あれが、イリア様の話していた『狭間』なのかしら……。

　意を決し、アルタが消えた場所まで駆け寄る。ティアナもアルタの真似をして僅かに身を引く。すると、目の前の景色が一変した。そこは地下の隠し部屋のようだった。

　室内は夜光石の光でほんのりと明るい。目が徐々に慣れてくると、小さな地下室には棺らしきものが安置されていた。

「これは……ラホーク材？」

　ティアナは白い棺桶を前に顔を顰める。

　ウェルナン王国で採れる建材で、王族の棺にのみ利用されるものだ。頑丈で持ちもよく、白い魔法塗料を塗り込むことで遺体の損傷を抑える効果がある。

　目の前の棺は真新しい。最近作られたものだろう。

　しかし、ティアナの記憶ではここ最近で亡くなった王族はいない。

　では、目の前の棺は一体何のために作られたのか。

　ティアナはそろりと棺に近づき、その中を覗き込んだ。

　そこに見知った姿を捉えた瞬間、ティアナは自分の口を両手で覆った。悲鳴が、狭い室内でこだまする。

　棺の中には、一人の青年が横たわっていた。淡い金髪に白雪花を添えられ、戦時でもないのに全身は白銀の甲冑に覆われていた。滑らかな真珠を思わせる顔かんばせはまるで陶器に走った亀裂のように、黒い線がいくつも伸びていた。何より、胸に突き刺さった短剣が目の前の人物の死を決定づけていた。

「殿下？　殿下なのですか!?　何故、こんな……」

　棺に横たわるアルタの姿に、ティアナは目の前の光景を受け入れることができなかった。そもそも、アルタは今年で十九のはず。今、ティアナの目の前に横たわるアルタはだいたい二十代半ばくらいか、年を重ねた容姿である。

「そう。彼こそが本物の『アルタ』よ」

　頭上から声がして、ティアナは反射的に顔を上げる。ティアナの前には、もう一人のアルタが口元に微かな笑みを浮かべて見下ろしていた。棺に眠るアルタと見比べると、こちらの方がまだ幼さの残る顔立ちをしている。

「あなたは、誰？　あなたが、アルタ殿下を殺したの？」

　ティアナの震える声が、鋭さを帯びる。

「王太子は死んでないわ。ただ、回帰することをやめただけ」

　嫣然と微笑むアルタが軽く髪を払う仕草をした。すると、金色の髪は黒く染まり、腰よりも長く伸びる。適度に引き締まった身体は丸みを帯び、身体の線にそった黒いドレスを纏った女性の姿が現れる。長く尖った両耳から妖精の一族かとも思ったが、こちらを見据える青林檎色の双眸がどことなく、それを否定している気がした。

　何より、ティアナが幼い頃から見覚えのある女神ルサルカの像と、目の前の女性の容姿はひどく似ていた。

「こうして正面から言葉を交わすのは初めてね。ティアナ・ローサス」

　女性は穏やかに微笑む。こちらへの敵意は見られないが、ティアナは身構えたまま油断なく女性の挙動を注視した。

「私に名前は無意味だけれど、呼び名がなくては不自由するのが人の世なのよね。人は私を『輪廻の魔女ルサルカ』と呼ぶから、その名前で呼んでちょうだい」

　そう囁く女性――ルサルカは慈愛に満ちた表情で笑った。









「……よりにもよって、女神の名を騙るのね」

　ルサルカと名乗った女性を見上げ、ティアナは怒りよりも困惑の感情が先に立った。

　罰当たりというか、恐れ知らずと言うべきか。

「殿下を殺して、成り代わるなんて。この国をどうするつもり？」

「誤解しないでちょうだい。私は王太子に乞われたからこそ、『選択』を授けただけ」

　けれど……、とルサルカの視線が棺の中で眠るアルタに向いた。

　ひどく彼を憐れむような、苦痛に耐えるような表情だ。

「彼は『戻る』ことをやめた。耐えられなかったのね。回帰を繰り返し、傷ついた彼はやがてその歩みを止めた。ならば、その『選択』にもまた、『代償』が伴うわ」

　アルタが回帰を繰り返していたことは、どうやら本当だったようだ。しかし、だからといって短剣を胸に刺して棺の中に横たわる状況に納得などできない。

「あなたはアルタ殿下をどうするつもり？　一体、私たちに何をさせようと言うの？」

「私は何も望まない。何も望めない。この時間の巡りは私のせいではなく、棺で眠るアルタ・ウェルナンが望んだこと」

　ルサルカはひどく歪な笑みを浮かべた。泣きたいような、苛立ったような、それでいて全てを投げ出し、諦めたような表情がないまぜになった――そんな形容しがたい表情だった。

「どれほど回帰を繰り返しても、『あなた』という存在がどうしても両手から零れ落ちてしまうの」

「私？」

　ルサルカの言葉に混乱するティアナは、棺に眠るアルタの手を握りしめた。とても生きた人間のものとは思えない、冷たい体温。それが余計に、ティアナの不安を膨らませた。

「私よりも、アルタ殿下よ！　まだ生きているのなら、すぐに彼を解放して！」

「彼を解放すれば、あなたは確実に死ぬわ」

　ルサルカの冷たい言葉に、ティアナは開きかけた唇を閉ざした。

「何度人生を歩もうと、何故十六歳に戻ってくると思う？　死んだ人間の魂が未来を生きることは、過去へ戻る以上に難しいの」

「それは、どういうこと。つまり……私は、死んだの？」

　ティアナの全身から、力が抜ける。冷たい石造りの床にぺたりと座り込む。足元から冬の冷気がじわじわとティアナの体温を奪っていった。目に見えない冷気に抱擁されている気分だ。

「見せてあげるわ。『あなたたち』の前世を」

　そう言って、ルサルカは右手を掲げる。星明かりすらも呑み込む闇が、ティアナを、地下室全体を覆い尽くす。アルタに覆いかぶさるようにして体を硬くしたティアナの目に、少しずつ光明が差し込んでくる。

　ティアナは白い花弁が舞う、礼拝堂の前の広場に佇んでいた。周囲には、見知った顔がいくつもある。ティアナの両親が国王夫妻と和やかに談笑していた。

「十六歳になった日、あなたはアルタ殿下との結婚式に臨んだ。けれど式の最中に命を落とすこととなったの」

　頭の中で響くルサルカの声から、不吉な単語が紡がれる。やがて、空から何かが落ちてきた。落下物は地面に触れた瞬間、爆ぜる。

　辺りが、悲鳴に包まれた。

　ティアナは咄嗟に両耳を手で押さえ、その場にうずくまった。

「前世において、ウェルナン王国の王太子と王太子妃の結婚は、まさに戦乱の時代への狼煙だったわ。王太子妃となるはずだったティアナ・ローサスの死は、一人生き残ったアルタ・ウェルナンを戦場へと駆り立てたの。やがてウェルナン王国から起こった火種はヴェトリカ大陸全土を呑み込む大火となった」

　ティアナが顔を上げると、鮮やかな炎が庭園を飲み込んでいた。その中で、血まみれの花嫁を抱え、天に向かって慟哭するアルタの後ろ姿があった。

「殿下……」

　ティアナは思わず、耳を塞いでいた手を泣き叫ぶアルタの背に伸ばした。ティアナの指先がアルタの背に触れるかどうかというところで、爆ぜた炎がティアナとアルタの間に壁となって立ちはだかる。
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　炎から身を引いた瞬間、辺りの風景が再び変わった。あれほど勢いよく燃え盛っていた炎は鎮火し、あとには煤にまみれた城の柱や壁が残されていた。

　回廊を血走った目をしたアルタが進む。全身に鎧を着込んでいた。

「殿下、お考え直しください！」

「黙れ！」

　ラタの制止を、アルタは腕を振るって払いのける。怒りと悲しみに呑まれた者の、鬼気迫る眼光を前に、ティアナは思わず一歩後退った。

「陛下のご容体も安定しないのです！　殿下が戦場に赴かれ、万が一のことがあれば、ウェルナン王国は――」

「私も死ぬと？」

　アルタの口端が三日月のように吊り上がる。

「そうであればよかった。あの時、ティアナではなく、私が殺されていれば……。私からティアナを奪ったアーナン、共謀したトファンナも、全て消してやる！」

「お待ちください！　殿下！」

　追いすがるラタの悲痛な叫びも、怒りに我を忘れたアルタには届かない。

「殿下、私はここです！」

　ティアナがアルタの前に立ちふさがる。けれど、彼はティアナの身体をすり抜け、そのまま歩き去ってしまった。

　ティアナがアルタを追おうと振り返ると、また景色が一変していた。

　真っ赤な夕暮れが山の向こうへと消えると、今度は頭上で戦太鼓を打ち鳴らすような轟音が響いた。真っ暗な雲に覆われた空から、大粒の雨が降り注いでいる。どこかの要塞だろうか。王城とは違う、石積みの壁を剥き出しにしたままの回廊で、二人の男性が言い争っていた。

「陛下……私、イリア・ノーベンが魔塔の十二の座に集う魔術師を代表して、申し上げます。どうかアーナン国との和平交渉に同意してください」

　今度はイリアだった。最初に酒場で出会った時よりもひどい顔をしている。頬はこけ、目元の隈はもはや死相と見紛うほどに黒い。魔術師が纏う外套の重さにすら耐えられないとばかりに、イリアは冷たい床に膝をついて一人の男性を見上げている。

　対峙する男性も、ひどく虚ろな目でイリアを見下ろしていた。表情という表情はなく、手入れのされていない鬚が顎や口周りを覆っている。年齢は五十代くらいにも見えるが、実際はもっと若いのかもしれない。

「このままでは、ウェルナン王国はヴェトリカ大陸の全ての国に敵視されてしまいます。国民の安寧を第一に……」

「ならば……いつ、訪れる？」

　虚ろな目の男がかすれた声でイリアの言葉を遮った。

「アーナンとの和平を結べば、私の心に安寧が訪れるのか？　ティアナを失い、父と母も先立ち、信じられる者のいない世界に私だけが残された」

「陛下、陛下にはウェルナンの民がおります。私も、そして今もなお前線で戦っているクリーダ卿も、陛下を信じてこれまでお仕えしてまいりました。それが我々の誇りなのです。どうか、我々を信じてください、陛下！」

　イリアはそのまま床に額を擦り付けるようにして懇願する。

　アルタは無言で腰の剣を鞘から払った。

「やめて！」

　ティアナの悲鳴も空しく、振り上げられた剣はそのままイリアの首と胴を切り離した。イリアの遺体には目もくれず、アルタは砦を出た。そのまま、砦内に誂えられた女神像の前に立つ。彼は血濡れた剣先を、女神ルサルカの像へ突きつけた。

「時の女神ルサルカ。あなたが真に我らの守り神ならば、何故、ティアナは死なねばならなかったのです？」

　ひどく震えた声が、徐々に雨音に負けぬ大音声となる。

「ティアナもまた、あなたが守護すべきこの国の民ではなかったのか！　時を司る女神よ、ティアナを助けてくれ！　そのためならこの命、いや、この大陸に住まう全ての者の魂すら差し出しても構わない！」

　大粒の雨が、アルタの掲げ持つ剣の刃から赤を流していく。

「ティアナを救えぬというなら、こんな世界など何の価値もない！　いっそ、皆滅んでしまうがいい！」

　鬼気迫る表情で叫ぶ男の後ろ姿を、ティアナはもう見ていられなかった。両手で己の目を覆う。不意に、辺りが静かになった。雷の音も、雨の冷たさも感じない。

　恐る恐る顔を上げれば、地下室に戻ってきていた。棺の中で、アルタは相変わらず眠っている。先程までの光景がまるで悪夢であったかのように、辺りは静まり返っていた。ただ、ティアナの胸の激しい鼓動のみが、今まで見た光景の余韻を残していた。

「あれが……殿下なの？　心優しい殿下が、あんな……」

「私は彼の願いに応えた。悔いを抱く者の魂は死後も私のもとへは昇ってくることができない。これは私の、女神としての慈悲だった」

　ルサルカは目を伏せ、小さく頭を振る。

「しかし、アルタには私の慈悲は呪いとなった。回帰を繰り返してもなお、あなたは何らかの理由で死んでしまう。アルタが再び私のもとへやってきたときは、初めて会ったときよりもずっと憔悴していた。そこで彼は願った」

「……私を、死なせないためにはどうすればいいか、ですか？」

　首を振ってくれることを期待したが、ティアナの言葉をルサルカは首肯する。

「その代償が、これですか？」

　ティアナは棺の中で眠るアルタに目を向ける。

「あなたを死なせない方法は、輪廻の円環に閉じ込めること。けれど本来、世界は無数の可能性の流れに溢れていて、時に渦巻き、時に分岐し、拡がっている。その中から一人の人間の魂を維持すること、それは大海の水を手のひらに閉じ込めるようなもの……。だから、あなたを閉じ込めるための器として、アルタの魂を依り代にしたの。あなたが特定の年齢で何度も人生を回帰するのはそのせいよ」

　切り取られた輪廻の先には何もない。まるで未来へ向かう道が途中で、通ってきた道へと無理やり繋ぎ合わされたように、ティアナの道は常に一つだったわけだ。

「私は……別の生き方もたくさんしたわ」

「でも、未来は変わらなかったでしょ？　ウェルナン王国の破滅が早まり、あなた自身が死ぬか、死なないまでもその様を見て過去に戻る」

　せめてもの抵抗で告げたティアナに、ルサルカは平然と切り返してくる。ティアナは思わず俯いた。彼女の言う通りだった。

「あなたの好奇心には、本当に頭が下がる思いよ。まさか、あの魔術師の協力を得てこの塔の秘密にまで迫ったのだから。そんなあなただからこそ――」

「真実を話してくださったのですか？」

　ティアナの真っ直ぐな瞳を前に、ルサルカは曖昧な笑みを浮かべる。

「あなたが真実にたどり着くことを、アルタは望まなかったでしょうけれどね。でも、私が干渉せずとも、時間の問題だと思ったわ。当事者には知る権利くらい、あってもいいでしょう？」

　アルタの願いにも応え、ティアナの意思も尊重すべき。

　ルサルカはどこまでも公平だった。

「これが、あなたの知りたがっていた真実よ」

　ルサルカの言葉に、ティアナは俯く。己が回帰し続ける理由を知ったのだから、ティアナの当初の目的は果たせたわけだ。その上で、では「次」に何を望むのか。

　ルサルカの視線を前に、ティアナはすぐに答えることができなかった。

「殿下は……殿下はこのままだと、どうなるのですか？」

　ティアナはそう聞き返すことが、精いっぱいだった。

「そろそろ限界だから、魂が砕けて消え去るでしょうね」

　ルサルカは棺の中で眠るアルタを見下ろす。皮膚に沿って草の根のように広がる亀裂が、彼の魂がもう限界に近いことを示していた。

「彼こそ、この世界の『歪』そのもの。あなたの死を受け入れられず、運命を変えるために回帰し続け、挫折の末にあなたを安全な鳥かごの中へ閉じ込めることを選択した。これは彼自身の『選択』であり、そのための『代償』よ」

　ティアナはアルタの手を握りしめたまま、彼の顔を見つめる。

　恨みの感情は不思議と湧いてこなかった。こんな姿になってでも、自分を想ってくれたのだと知って、どうしてそこまでこんな自分にこだわるのかと胸が締め付けられる思いだった。

「王太子であるあなたなら、もっと素敵な女性との出会いもあったでしょうに……」

　ティアナは大きく息を吸うと、鈍磨していた思考を巡らせる。

　考えなければならない。ティアナを想って様々なものを手放したアルタの業を、自分はどう受け止めるべきなのか。この世界を狂わせてしまった人間の一人として、ティアナは一つの結論とともに再びルサルカに顔を向けた。

　その相手を射抜くほどの強い眼光に、ルサルカも静かに微笑む。

「私を十六歳よりも前に回帰させることは可能ですか？」

「もちろんできるわ。『代価』さえいただければ、ね」

　ルサルカはあっさり頷いた。同時に、彼女の雰囲気が険を帯びる。

「けれど、いいの？　十六歳よりも前に回帰すれば再びこの円環に戻ってくることはできなくなるわ。それだけではない。彼にまた『最愛の人を失う苦しみ』を与えることになる。それでも、考えは変わらないかしら？」

「だからこそ、私は止まることなど許されないのです」

　ティアナは横たわるアルタへ視線を向けると、そっと微笑みかけた。

「ごめんなさい、殿下。あなたは何度も、私を迎えに来てくださっていたのね」

　ルサルカが見せた過去のアルタは、ずっとティアナのことを追いかけてくれていた。そのせいで、アルタは様々なものを失っていった。身も心も、擦り切れていった。

　ティアナは身を乗り出し、棺の中に横たわるアルタに抱き着いた。

「今度は、私が迎えに行きます」

　ティアナの居場所はアルタの魂で生み出された安全な籠の中ではない。たとえ何度も死にそうな目にあったとしても、籠の外にいる彼の隣だ。

「……本当、似た者同士ね。あなたたち」

　ルサルカはティアナの決意を前に、ペンダントを首から外した。

　青林檎を思わせる滑らかな宝石が埋め込まれた首飾りだった。

「あまり干渉することはよくないのだけれど……これは私からの贈り物」

　ルサルカはティアナの首に首飾りをかけると、慈愛のこもった笑みでティアナを見つめた。

「譲れぬ者同士が手を取り合えば、もしかしたら未来は変わるかもしれないわね」

　ルサルカは表情を引き締め、ティアナの額に指先を添えた。

「『対価』はあなたがこの籠の中で歩んできた人生の数々。確かに、受け取ったわ」

　ルサルカの言葉とともに、ティアナの全身が淡い光に包まれる。自分の中に積み上げられた無数の人生が巻き取られるように消えていくのがわかった。

「回帰の果てにたどり着く場所が、あなたたちの平穏な未来でありますように」

　ルサルカの悲しみを滲ませた微笑に、ティアナは理解した。

　きっと、目の前の心優しき女神は、ティアナやアルタと同じ思いを持った人々を何人も見送ってきたのだろう。

「ありがとう、女神ルサルカ様」

　ティアナは祈るように胸の前で両手を組んだ。

「あなたがくださった機会、決して無駄にはしません」

　その言葉を最後に、ティアナの姿は掻き消え、光の筋となって星空へと吸い込まれていった。









「ティアは、大人になったら何がやりたい？」

　昼下がりの屋敷、その庭園の片隅で互いに膝を抱えて座っていた。風が吹く度に、地面に落ちた木陰がさわさわと揺れる。

「たくさんあるの！」

　無邪気な少女の声が楽しそうに答える。

　美しい青紫色ヘリオトロープの髪が波打った。

「まずはどこかの家のお嫁さんになることかな。でも、お医者さんにもなってみたいし、旅人として他国を渡り歩くのも楽しそう。商人になって事業を起こして、お金を稼ぐのも面白そうよね！」

「多いな、ティアの夢は……全部叶えるためには一生かかっても足りない」

　無邪気に笑うティアナの姿を飽きることなく見つめ、その波打つ髪をそっと指先で梳いた。目の前の少女は常に未来にばかり胸を高鳴らせている。この国の王太子である自分など、まったく眼中にない。それが妙に心地よかった。彼女の傍にいる時だけは、アルタはウェルナン王国の王太子ではなく、ただのアルタでいられた。

「そうなの！　やりたいことが多すぎるから、私は毎日ルサルカ様への祈りを欠かさないわ！」

　ティアナの青林檎色の双眸が、庭園の薔薇園に向く。そこには石造りの小さな女神像が木陰で語らう少年少女を穏やかな顔で見守っていた。

「祈り続けていれば、女神ルサルカ様がきっと祝福してくださる。何度でも時を越えて、色々な人生を経験することができる。女神ルサルカ様は諦めない心を持つ人を、きっと見捨てないわ」

　幼い少女は自分の夢見る未来を空想するように目を閉じる。いつからだろう。それが面白くなくなったのは。希望に溢れたティアナの横顔から目が離せなくなり、アルタは目の前の少女の視線を強引にでも自分に向けさせたいと願った。

「それなら……ティア、ぼくといっしょに冒険する気はない？」

　少年は努めて、平静な声で告げた。案の定、目を見開いたティアナがこちらを振り返る。期待に満ちた彼女の目を前にすると、己の胸が高鳴った。

「君の夢、全部叶えよう。ぼくの妃になって、ウェルナンという国で君のしたいことを実現させるんだ。そのためにはたくさんの仲間がいる。だから、ぼくらは国の頂点に立って、ぼくらの願いを叶えてくれる人々を育てるんだ。いい考えだろう？」

　人の一生では全てを叶えることはできない。ならば、ぼくらは国を動かしてそれらを成せばいい。

　アルタの提案に、ティアナの表情が輝いた。

「素敵！　アルと一緒ならきっと全てがうまくいくわ！」

「ぼくも君と一緒なら、きっとどこまでも歩いて行ける気がする」

　幼い笑顔が木陰の下で手を取り合った。この時のアルタは、未来の幸福が必ず訪れると信じて疑わなかった。生まれながらに「王太子」としてあり続けなければならない。そんな窮屈な箱庭に、ティアナは初めて外の「世界」を教えてくれた人だった。









「殿下、式場の準備が整いました。そろそろ、式場へおいでくださいませ」

　侍従から声をかけられ、アルタは目を開く。青林檎宮にある自室で、アルタは長椅子に腰かけたままうたた寝をしていたようだ。軽く頭を振り、指先で目元を押さえる。

「……式場？」

　まだぼんやりとした頭で、アルタは侍従の言葉を繰り返す。

　今日は、何の行事だったか。陛下の誕生祭？　それとも、外国からの特使を迎える宴か？　いや、式場と言っていたから、女神ルサルカの降臨祭だろうか。

「殿下、しっかりなさいませ」

　緩慢な仕草のアルタを励ましながら、侍従がアルタを急き立てる。部屋の外へと出ると、長身の騎士がアルタに一礼した。

「ラタ……？」

　アルタは目を見開く。前線で戦い続け、戦死したはずの彼が何故ここにいるのだろう。

「殿下、お急ぎくださいませ。すでに陛下もおいでです」

　ラタに促され、アルタは青林檎宮を出る。庭園を抜ける道すがら、王宮内の至る所が飾り立てられている。塔に掲げられた王旗とともにはためいているのは、慶事を知らせる白い旗だった。

　アルタは徐々に状況を理解し、青ざめた。

「ラタ……今日は何がある日だ？」

　声の震えを抑えられなかった。すると、前を進むラタが、軽く笑って振り返ってくる。

「嬉しさのあまり、夢なのかとお思いですか？　本日は殿下とローサス伯爵令嬢との結婚式です」

　アルタは、己の呼吸をしばし忘れた。全身から血の気が引くのがわかる。痺れた指先に視線を向ければ、小刻みに震えていた。

「そんな……」

　アルタは右手で口元を覆う。

　確か、女神ルサルカはティアナの魂を輪廻の円環に閉じ込めると話していたはずだ。アルタはその器として自らの魂を差し出したのだ。当然、アルタはティアナを失うことなく、ティアナは幼い頃に語っていた己の夢を叶えられ、互いに幸福な瞬間を迎えたはずである。

　それが何故、私はまた過去へと戻ってきたんだ？

「殿下、おめでとうございます」

「今日のよき日に、女神ルサルカ様の祝福があらんことを」

　道行く人々が、口々にアルタへ祝福の言葉を投げかける。

　庭園を抜けた先、王城内の礼拝堂の前に辿りついた瞬間、アルタはもう生きた心地がしなかった。礼拝堂から伸びる赤い絨毯、等間隔に設置された花籠付の柱には、この時期に咲く白雪花が式場全体を華やかに彩っている。祝福を意味する女神ルサルカの花は、アルタには喪に服する悲劇の色に見えた。

「アルタよ、女神の祝福が末永くお前たちに注がれんことを祈っている」

「……ありがたき、幸せです」

　アルタは歩み寄ってきた両親から受ける祝福の言葉を聞き流しながら、ひたすら現状に対して考え込んでいた。女神ルサルカが契約を反故にするとは思えない。彼女は代償に見合った慈悲しかもたらさない。かの女神は人間一人の望みをすべて叶えてくれるほど万能でもなく、優しくもないのだ。

　そうなると、女神に対して「対価」を支払い、アルタとティアナを捕えた円環の檻を壊すことを願った者がいる。

　一体、それは誰だ？

「アルタよ、花嫁が到着したようだ」

　父親の言葉に、アルタは弾かれたように人々の視線が集中する先を見つめる。赤い絨毯の上を、父親のローサス伯爵に付き添われて進むのは、何度もその姿を求めた愛しい人だった。

「ああ……」

　明るい青紫色ヘリオトロープの髪はまとめ上げられ、ウェルナン王国では貴重な真珠をふんだんにあしらわれた髪飾りを差し込んでいる。恥じらうように伏し目がちな青林檎アップルグリーン色の双眸は新たな門出に期待を寄せるように輝いている。

　アルタの心にそっと寄り添ってくれた幼馴染。いつも前を向いて、ひたむきに夢を語っていた憧れの女性ひと。そして、アルタに世界の可能性を教えてくれた、かけがえのない恋人ひと。

「ティア……」

　目が熱い。こぼれる涙を、どうして抑えられるだろう。これから彼女を襲う悲劇を知っていてもなお、その笑顔をこちらに向けてほしいと願って止まなかった。

「アルタ殿下」

　ティアナと向かい合う。腕を伸ばせば、届く距離だ。

　アルタは胸の内から湧き上がる衝動のまま、ティアナを抱きしめる。周囲の人々がどよめいたが、アルタは気にしなかった。

「ティア……」

「はい、アル」

　愛称で呼べば、同じように返してくれる。ティアナの声に、アルタはもう彼女を強く抱きしめるばかりだった。何かを言おうにも、こういう時に限って言葉を忘れたように彼女の名前ばかりを口にしてしまう。

「ティア……すまない」

　ようやく、それだけを言えた。腕の中で、ティアナが身じろぎする。

「殿下、謝らないでください」

　ティアナは優しい声音で囁くが、アルタは無言で頭を振る。

　彼女を愛し、傍にいてほしいと望んだ。結果として、彼女はアルタのせいで死ぬのである。どれだけ回帰を繰り返しても、変わらなかった結末。それでもティアナを諦められない己に、アルタは懺悔の言葉を繰り返すばかりだった。

「殿下、どうか恐れないで」

　ティアナのこの言葉に、アルタはようやくティアナから離れた。涙で濡れた顔を彼女に向けると、ティアナはすべてを心得たように微笑んでいた。

「進み続ける限り、女神ルサルカ様は私たちを決して見捨てません。私は何度でも殿下を探し出し、必ず迎えに行きます」

「ティア？」

　アルタはまるで見知らぬ人間を前にした心地だった。今までの回帰で、ティアナの発した言葉、行動は忘れたことがない。投げかけられた彼女の言葉は、今までの回帰の中で一度も聞いたことがなかった。

　彼女は本当に、私の知るティアナなのだろうか。

　俄かに、周囲が騒がしくなる。アルタが弾かれたように顔を上げると、こちらに迫る一団を捉えた。皆、湾刀を手に手近の人間を斬りつけている。

「殿下！　ローサス伯爵令嬢！　お下がりください」

　全身を硬直させたアルタの脇を駆け抜け、ラタが迫る一団へと突っ込んでいく。剣を抜き放つや、一息で二人を切り伏せた。虚空に舞う血しぶきに、アルタの脳裏に今までの悲劇が蘇る。ラタが切り伏せた仲間には見向きもせず、布で口元を覆った二人組がアルタたちに迫る。ラタが投げた剣が一方の男の背に吸い込まれる。しかし、残った一人が短剣を投げつけてきた。アルタはティアナを腕に抱いたまま、地面の上を転がる。眼前に迫った刺客の剣が鈍い光を放った。

　刺される。

　アルタがティアナを庇うように覆いかぶさった時だった。

「風よ！」

　若い男の声が鋭く叫ぶ。すると、剣を振り上げていた刺客の身体が、見えない何かに突っ込まれたように真横へ吹っ飛んだ。

　身体を起こして振り向けば、若い魔術師の青年が佇んでいる。目の下に隈がないせいで一瞬誰だかわからなかったが、栗色の頭髪に浅葱色の双眸をした青年は左耳に赤い宝石の埋め込まれたピアスを装着している。

「イリア・ノーベン……？」

　平民出身の若き天才魔術師。遠くない未来でウェルナン王国の魔塔の最高峰、十二の座の一座に加えられ、アルタも前世で戦地に赴く際は必ず同伴させていた側近である。

　しかし、この時期のイリアはまだ末端の魔術師に過ぎず、注目されるような研究成果を挙げられずに破門の危機に瀕していたはずだ。

「何故、ここに……？」

　アルタの疑問には答えず、イリアは掲げた手のひらに風の渦を生み出すと、それをあらぬ方向へ放った。

「ぎゃあっ！」

　イリアが放った風の渦が、こちらへ迫ってきていた一団を拘束する。どうやら魔法で姿を消し、第一陣が失敗した際の後詰の役割を担う者たちだろう。イリアの魔法から抜け出した賊を、ラタが容赦なく斬り伏せる。

「殿下」

　ティアナに腕を引かれ、アルタは立ち上がって彼女と向き合った。

　何もかもが、今までの回帰と違う。もしかしたら、今世ではティアナを救うことができるのではないか。アルタの胸の中に希望が灯った時、兵士たちの拘束から逃れた男が真っ直ぐこちらに突っ込んでくる。ラタが男の腕を切り飛ばすも、賊の勢いは止まらない。

　表情を強張らせたアルタを背に庇い、ティアナは両腕を広げた。何度も見た悲劇の光景に、アルタの喉からかすれた吐息がこぼれる。

「殿下、悪夢は必ず覚めますわ」

　ただ一人、ティアナだけが強く言い放つ。幼い日にひたすら未来を見つめ続けた少女の背が、そこにはあった。賊の放った短剣がティアナの胸に吸い寄せられる。

「ティア！」

　甲高い衝突音と、目の前で砕け散った宝石の欠片が舞う。

　衝撃でふらつくティアナの身体を支える。目を固くつぶっていた彼女は、アルタの腕の中でゆっくりと目を開いた。

「ティア……無事で……」

　アルタが目を見開く。ティアナの胸に下げていた首飾りの宝石が粉々に砕け散っていた。鮮やかな緑色の宝石が、無残にも砕かれている。すると、首飾りは役目を終えたと言わんばかりに、細かい塵となって風に溶けて消えていった。

「大丈夫ですよ」

　ティアナの右手が、自分の肩を支えるアルタの手に添えられる。そこには確かな、彼女のぬくもりがあった。アルタの両目から涙が止めどなく流れ落ちる。

「私はあなたの傍に。今までも、そしてこれからも」

　ティアナの顔が近づき、アルタの目元に口づけた。
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「ああ……一緒だ。一緒に……生きていこう」

　アルタはティアナを強く掻き抱いた。ティアナもアルタの背に手を回す。

「私たちの夢を、これから全部叶えてまいりましょう」

　抱き合う二人に、白雪花の花弁が降り注ぐ。

　時を戻り続けた二人が、その長い旅を終えた瞬間だった。

















エピローグ　廻帰の先に












　ウェルナン王国の大地に、夏の日差しが降り注いでいる。自室の窓から東の庭園を臨みながらティアナはせっせと布地に刺繍を施していた。女神ルサルカを象徴する未熟な果実は、大きくなった腹部の内側で静かにしている。ふっと息をついたところで、ぱたぱたと軽やかな足音が廊下から聞こえてくる。

「お母様！」

　ノックもなく入ってきた幼い少女は、白い花を手に部屋へと駆け込んできた。明るい金髪を背に流し、桃色のドレスの裾はしゃがみ込んだ際に擦れたのか、やや汚れている。

「ティータ、待ってよぉ～」

　元気な少女の後に、少年が疲れ果てた様子で追いつく。明るい青紫色ヘリオトロープの髪を短く切りそろえ、動きやすい服装をしている。剣術の鍛錬後に、ティータを追ってきたのだろう。

「ティータ、ソラ。どうしたのです？　そんなに慌てて」

「見てください！　庭の片隅で、まだ咲いている白雪花を見つけたので、お母様と妹にプレゼントしたくて！」

　ティータが差し出す白い花を前に、ティアナの表情も思わず緩む。縫い途中の布と針を卓上に置くと、ティアナはティータが差し出す花を両手で受け取った。

「ありがとう、ティータ」

「ふふっ、女神ルサルカ様の祝福が宿ったお花を見つけられたから、きっとお母様とこれから生まれてくる妹を守ってくれるわ！」

「いや、まだ妹かどうかも分からないよ……？」

　満足そうに頷いていたティータの後ろから、ソラが困り顔で指摘する。

「もう！　ソラ兄様は細か過ぎるの！」

「いや、いくらお母様や赤ちゃんが心配だからって、女神ルサルカ様の花を摘んだら駄目でしょう。恨まれちゃうよ……」

　信仰心の厚いソラは女神を怒らせたのではないかと不安らしい。

「大丈夫よ、ソラ。女神様は子どもが花を摘んだくらいではお怒りにならないわ」

　不安そうにするソラに、ティアナは微笑む。すると、愛らしい我が子たちは、目を丸くしてこちらを見上げる。

「お母様、それ、本当？」

「もしかして、女神様と会ったことあるの？」

　ホッと安堵の表情になるソラの横で、好奇心旺盛なティータが目を輝かせる。

　ティアナは少し考えるような仕草をした後、にっこりと微笑む。

「ルサルカ様はお優しい女神様だから。この国やそこに住む人々をとても大切にされている。だからこそ、ウェルナン王国はこうして平和なの」

　ティアナは手元の白い花を見下ろし、遠い過去に言葉を交わした女性の面影を重ねる。

「お母様、私またあのお話が聞きたいわ！　アーナン国の陰謀のお話！」

　ティータが身を乗り出し、ティアナの手を掴む。そんな彼女を、背後から歩み寄ってきた大きな影が覆う。

「そのお話なら、私めが詳しくお話して差し上げましょう」

「イ、イリア先生!?」

　満面に微笑をたたえた青年が割り込む。ティータが文字通り飛び上がった。

「びっくりしたぁっ！　なんでこちらに？」

　胸を両手で押さえて振り向くティータに、イリアは「これは失礼しました」と軽く流す。

「ウェルナンの星海の代理者であらせられる皆様にご挨拶申し上げます」

　一礼するイリアの動きに合わせ、魔術師が纏う黒い礼服が床に広がる。周囲の目には、魔術師の纏う「黒」は夏の日差しを受けて暑そうに映る。しかし、イリア当人は至って涼しげな表情だ。

「授業の時間になってもお二人がいらっしゃらないので、陛下とともにお迎えに上がった次第です」

　イリアがちらりと視線を扉へ向ける。そこには扉に肩を預け、声を殺して笑うアルタの姿があった。どうやら一連のやり取りを見守っていたらしい。

「あ、お父様もまたお仕事放り出してお母様に会いに来たの？」

「……そんなわけないだろう」

　ティータの指摘に、アルタはわざとらしく咳払いをする。

　ティアナは焦るアルタの表情に思わず笑った。賢い長女には父の行動はすぐに見破られてしまうようだ。

「二人とも、この後は各国の歴史や情勢の講義を受ける予定だっただろう？　多忙なイリアの時間を無駄にしてはいけない」

「そういうお父様も、お母様が心配で何かと理由をつけてお母様の傍にいるではありませんか。ラタから聞いていますよ。ずるいです」

　アルタがティータに小言をもらすと、ティータも負けじと言い返す。まさか我が子に反撃されるとは思わなかったらしく、アルタが虚を突かれた様子で黙り込んだ。二人の間で、ソラがティータとアルタの顔を交互に見つめて困っていた。

　ティアナはちらりとイリアに視線を送る。すると、聡い彼はすぐさま頷いてくれた。

「陛下、せっかくの機会です。ティータ様とソラ様の本日の歴史の授業は、こちらのお部屋で行いたいと思います。陛下と王妃様もご一緒に参加いただき、お二人の成長を見守っていただくというのはいかがでしょう？」

「イリア先生、それすごくいい考え！」

　イリアの提案に、ティータが勢いよく食いつく。

「いい考えですね。侍女に冷たい飲み物を用意させましょう」

　ティアナとアルタは室内に運び込まれた机に並んで座るティータとソラの背を眺める。こうしてみると、月日が流れるのは早いものだ。腕の中で眠っていた子らは、すぐに自分の足で自由に外を駆け回るまでに成長している。

「それでは、前回までは友好国であるアーナン国の王家の歴史と、前代未聞の飢饉の話をいたしました。今回はその続き、陛下と妃殿下が困窮するアーナン国へ働きかけた政策について解説いたします」

　イリアの解説を聞きながら、ティアナがそっと笑みをこぼす。

「ふふ、懐かしいわね」

「ああ、そうだな」

　アルタも穏やかな表情でティアナの右手を握り返す。

　二人の結婚式での襲撃を受けてから、ティアナとアルタはウェルナン王国に迫る他国の手を常に先を見越して乗り越えてきた。それもこれも、女神ルサルカとの契約で過去に回帰した経験や知識がなければ、成し得ることができなかったことだろう。

「あの時、未来を諦めなくてよかった」

「あの時、君が迎えに来てくれたから踏ん張れた」

　お互いの呟きが重なり、ティアナとアルタは思わず顔を見合わせる。どちらからともなく笑みがこぼれ、イリアの話に夢中になっている娘と息子の背を見つめる。

　ティアナのお腹には、また新たな命が宿っている。無意識にお腹をさすっていると、吹き抜けた風がティアナの手の中にある白い花弁を散らす。まるで名残雪のように、白い花弁はティアナの頬にそっと触れると、そのまま開け放した窓の外へと旅立っていく。

　それがまるで、女神ルサルカからの祝福のように思えて、ティアナは空を仰ぎ見た。

「……ありがとうございます」

　白い花弁を目で追いながら、ティアナはそっと唇に感謝の言葉をのせた。

「ティア、何か言ったか？」

　傍らで首を傾げるアルタに、「いいえ……何でもないわ」とティアナの微笑が向く。

　ウェルナンの大地が緑に覆われる時。王宮の一角に建てられた女神ルサルカの白像はその口元に変わらぬ微笑を湛えていた。
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